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  だれでもたやすく実行することができ、短期間で完全の域に達することができる祈りの方法
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  「あなたはわたしの前を歩み、全き者でありなさい」（創世記十七章一節）
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  序文


  



  　この小著はとても易しく書かれています。最初、私はこの本を出版するつもりはありませんでした。私はこの本を、心を尽くして神を愛することを願う少数の人々のために書いたのです。ところが、その原稿を読んだ人々が受けた益のゆえに、多くの人がその写しを求めるようになりました。その要求に応じるため、この小著が出版されることになりました。


  　私はこの本を元の易しさのまま残しました。この本は他の人々の神聖な導きを批判するものではありません。この本はむしろ、それらの教えを強めます。今、私はこの本を学識経験者の判断にお委ねします。ただし、一つだけお願いがあります。どうか、うわべにとどまらずに、この本の主題の中に入り込んでください。この本の主題は、全世界をいざなって神を愛させ、簡単かつ単純な方法で神に仕えさせることです。この方法は、ささやかな人々――深遠な学問的研究を行う能力は無いけれども、自分を全く神にささげることを熱烈に願う人々――に向いています。


  　偏見を持たずにこの本を読む読者は、平凡な表現の背後に聖なる塗り油が隠されているのを見いだすでしょう。そして、この塗り油によって、あの幸いを求めるよう促されるでしょう。あの幸いは、すべての人が享受することを願うべきものです。


  　私はこの本の副題で、「たやすく完全の域に達することができる」と書きました。これは真実です。なぜなら、自分の内に神を探す時、私たちは実に容易に神を見いだすからです。しかし、「主は、『あなたたちはわたしを捜すが、見つからないでしょう』（ヨハネによる福音書七章三四節）と言われたのではないでしょうか？」と言う人がいるかもしれません。この問題は他の節によって除かれます。偽ることのできない方は、「捜しなさい。そうすれば見つかります」（マタイによる福音書七章七節）とすべての人に言っておられます。しかし、ヨハネによる福音書の御言葉も真実です。もしあなたが罪を犯すことをやめないなら、たとえ主を探しても見いだせないでしょう。なぜならあなたは、主がおられない所に主を捜しているからです。それゆえ聖書は、「あなたたちは自分の罪の中で死ぬであろう」と付け加えています。しかし、主に近づくために、自分の心の中に神を探し、誠実に自分の罪を放棄する人は、間違いなく神を見いだすでしょう。


  　多くの人にとって敬虔な生活は恐ろしいもののように見えます。彼らは祈りはとても難しいと考えます。そのため、この方向に一歩踏み出す勇気を失ってしまうのです。何か新しい企てを始めることの困難さを理解する時、私たちは続ける望みを失い、着手することを億劫に感じるかもしれません。他方、このような企ての素晴らしさと、たやすく成し遂げられるかもしれないという見通しを思う時、私たちは喜んで、力強く、追求を始めることができるでしょう。ですから、この小著はこの道の有益さと易しさを示します。


  　ああ、ご自分のあわれな被造物に対する神の親切さと、彼らにご自身を伝えたいという神の願いを、私たちがたった一度でも信じられれば！そうすれば、私たちはもはや想像上の怪物を造り出さなくなるでしょうし、神が私たちに与えたいと願っておられるものを獲得することをすぐに諦めたりしなくなるでしょう。「私たちすべてのために、ご自分の御子さえ惜しまずに死に渡された方が、どうして、御子といっしょにすべてのものを、私たちに恵んでくださらないことがありましょう」（ローマ人への手紙八章三二節）。私たちに必要なのは、少しばかりの勇気と忍耐だけです。事実、私たちは現世のことについては両方とも十分に持っています。しかし、本当に必要なただ一つのこと（ルカによる福音書十章四二節）になると、全く持っていないのです。


  　「この方法で神を見いだすのは容易ではない」と思う人もいるかもしれません。もしそうなら、私の証しを鵜呑みにしないでください。そのかわり、この道をご自分で試してみてください。そうするなら、あなたは自分の経験から、実際は私が話した以上に素晴らしいことを確信するでしょう。


  　親愛なる読者よ、誠実で正直な心でこの小著を読んでください。批判しようとするのではなく、へりくだった心で読んでください。そうするなら、この本から益を受けそこなうことはないでしょう。あなたが自分を全く神にささげるようになることを願って、私はこの本を書きました。どうか、同じ願いをもって、この本を受け取ってください。単純で幼な子のような人を御父のもとに招くこと――この本の目的は、これ以外にありません。御父は、ご自分の子供たちのへりくだった信頼を喜ばれますが、彼らの不信を大いに悲しまれます。ですから、あなた自身の救いを求める真摯な願いを持ってください。そして、ここで示すささやかな方法から、神の愛以外のものを求めないでください。そうするなら、あなたはきっと神の愛を得るでしょう。


  　私は、「他の人々の意見より自分の意見の方が優れている」と言っているのではありません。私は、単純に主に従うことによって生じる幸いな結果を、自分の経験や他の人々の経験から正直に述べているだけです。


  　この小著の唯一の目的は祈りについて教えることです。他にも重要な主題がたくさんあります。しかし、それらはこの本の主題と直接関係ないので、割愛しました。もし、あなたがこの本を、それが書かれたのと同じ霊の中で読むなら、あなたはあなたの気分を害するものを何一つここに見いださないでしょう。それどころか、この方法を熱心に試す人々は、私が書いたことの真実さを知るでしょう。


  
    おお、聖なるイエスよ、単純さと純真さを愛されるのは、ただあなただけです。あなたは、「人の子ら」や、喜んで「小さな子ども」（マタイによる福音書十八章三節）となる人々と共に住むのを喜ばれます（箴言八章三節）。ただあなただけが、このささやかな本に価値を与えることができます。この本を読者の心に書き記してください。そして、自分の内にあなたを捜すよう、読者を導いてください。あなたは彼らの中で休んでおられます。そして、あなたは彼らから愛の証しを受け取り、彼らにあなたの証しを与えようとしておられます。彼らがこれらの恩恵を失うのは、彼らの責任です。しかしながら、おお、全能の御子、非受造の愛、全てを含む静かな御言葉よ、私たちがあなたを愛し、享受し、理解できるかどうかは、全くあなたにかかっているのです。あなたはそれをなすことができます。私は存じています、あなたはこのささやかな本を用いてそれをなさるでしょう。なぜなら、この本は全くあなたのものであり、全くあなたから出ており、ただあなただけに仕えるものだからです！

  


  



  第一章 祈りへの召し


  



  　誰でも祈ることができます。世界のほとんどの人は「自分は祈りに召されていない」と思っていますが、これは悲劇です。私たちはみな、救いに召されているのと同じように、祈りに召されています。


  　祈りは心を神に傾けて、内側で神を愛することです。聖パウロは「絶えず祈りなさい」（テサロニケ人への第一の手紙五章十七節）と私たちを励ましています。主もまた、「目をさまして祈る」よう、私たちに命じておられます（マルコによる福音書十三章三三、三七節）。ですから、すべての人が祈れますし、祈るべきです。確かに、黙想は少数の人しか実行できません。ですから、救いを渇望している私の愛する兄弟たちよ、黙想の祈りは神があなたに求めておられる祈りではありませんし、私たちが勧める祈りでもありません。


  　祈りましょう。あなたは愛によって生きなければならないように、祈りによって生きなければなりません。「わたしはあなたに忠告する。豊かな者となるために、火で精錬された金をわたしから買いなさい」（黙示録三章十八節）。この金はとても容易に手に入れられます。あなたが想像する以上に、はるかに容易に手に入れられるのです。


  　生ける水に渇いているすべての人よ、来なさい。水の出ない井戸を掘ることに、あなたの貴重な時間を浪費してはいけません（ヨハネによる福音書七章三七節、エレミヤ書二章十三節）。もしあなたが飢えており、飢えを満たすものを見いだせないでいるなら、来なさい。来なさい、そうすれば満たされるでしょう！惨めさや痛みという重荷を負って苦しんでいる哀れな人々よ、来なさい。あなたは慰められるでしょう！病んでいる人よ、あなたの医者のもとに来なさい。自分が病だらけだからといって、主に近づくのを恐れてはなりません。あなたの病を主に見せなさい。そうすれば癒されるでしょう！


  　子供たちよ、あなたの御父に近づきなさい。そうすれば、御父は愛の御腕であなたを抱いてくださいます！羊のように迷って、さまよっている人よ、あなたの牧者のもとに戻りなさい！罪人よ、あなたの救い主のもとに来なさい！愚鈍で、無知で、読み書きすらできない人よ、来なさい！あなたは、自分は最も祈りに向いていない、と思っているかもしれません。しかし、あなたは他のだれよりも、特に祈りに召されており、祈りに向いているのです。すべての人よ、来なさい。一人も例外はありません。イエス・キリストはすべての人を召しておられます。


  　しかし、心を持たない人は来ないでください。そのような人は対象外です。なぜなら、愛するには心が必要だからです。しかし、心を持たない人などいるでしょうか？ですから、来なさい。この心を神に与えなさい。ここで、この贈り物を与える方法を学びなさい。


  　祈ることを願う人はみな、聖霊の恵みと賜物によって、いとも容易に祈ることができます。聖霊はこの恵みと賜物をすべての人に与えてくださいます。


  　祈りは完全と至高善に至る鍵です。祈りは、私たちをあらゆる悪から解放する手段であり、あらゆる徳を私たちにもたらす手段です。なぜなら、完全になる唯一の方法は、神の臨在の中を歩むことだからです。神ご自身が、「あなたはわたしの前を歩み、全き者でありなさい」（創世記十七章一節）と言われました。ただ祈りによってのみ、私たちは神の臨在の中にもたらされ、絶えずその中に保たれます。


  　ですから、あなたはこの祈りを学ばなければなりません。この祈りは、いついかなる時でも実行できます。この祈りは、外側の仕事を妨げません。この祈りは、王子、国王、聖職者、祭司、判事、兵士、子供、商人、労働者、女性、病人など、だれでも同じように実行できます。この祈りは頭の祈りではなく、心の祈りです。


  　この祈りは、知力のみによる祈りではありません。なぜなら、人の精神の働きは非常に制限されているため、一度に一つのことしか注意を払えないからです。しかし、この祈りは心の祈りです。心の祈りは、理性の働きによって妨げられません。何ものもこの祈りを妨げられません。ただし、利己的な願望はこの祈りを妨げることができます。しかし、この問題もすぐに解決されます。なぜなら、私たちが一度でも神を享受し、神の愛の甘さを味わうなら、神以外のものを享受できなくなるからです。


  　神を獲得し、神を享受することほど、簡単なことはありません。神は、私たちが自分に近くある以上に、私たちに近いのです。それに、ご自身を私たちに与えたいという神の願いは、神を得たいという私たちの願いよりも大きいのです。私たちはただ、神を追い求める方法を学ぶ必要があります。そして、この方法は呼吸するよりも容易で自然なのです。


  　ああ、「自分は鈍くて、何もできない」と思っている人々よ！あなたは、祈りにより、神ご自身によって生きることができます。それは、自分が吸い込む空気によって生きることよりも、容易で絶え間ないものです。このようなわけですから、祈りを無視することは実に罪深くないでしょうか？しかし、世界で最も簡単なこの方法を学ぶ時、あなたは決して祈りを無視できないでしょう。


  



  第二章 第一段階


  



  　何か重要な真理、実際的真理や観想的真理の中に入るには、二つの方法があります。第一の方法は、聖書の御言葉を読んで黙想することです。第二の方法は、ただ黙想することです。


  　聖書の御言葉を読んで黙想することは、御言葉を読むことと黙想の両方を含みます。まず最初に、聖書を開いて、実際的な節を選びます。次に、その節を少しだけ読みます。* そして、その御言葉を味わい、吸収して、その本質と内容を抽出します。その節に味わいや風味が残っている間は、次の節に進みません。それから再び、前と同じように聖書を読みます。この時間を終える時、おそらくあなたは半ページも読んでいないでしょう。


  
    訳注：

    *読むとき、注意が必要です。自分が読んでいる御言葉を、注意深く、少しずつ、十分に取らなければなりません。以前のあなたの習慣では、聖書を読むとき、一つの節から次の節へとすぐに進んで行き、そうして一つの区分全体を読んでいたかもしれません。おそらく、あなたはその区分の要点をつかもうとしていたのでしょう。しかし、聖書の御言葉を読んで黙想する時、あまり速く読んではいけません。非常にゆっくりと読むのです。あなたが読んでいる節のまさに核心に触れるまで、次の節に進みません。その時あなたは、自分に触れた聖書の御言葉を取り上げて、それを祈りたくなるでしょう。

  


  　聖書の御言葉を読んで黙想する方法では、どれだけたくさん読んだかは重要ではなく、どのように読んだかが重要です。もしあなたがさっと読むなら、少しも益を受けないでしょう。あなたは花の表面をなでる蜜蜂のようでしょう。聖書の御言葉を読んで黙想するこの方法では、あなたは花の奥まで進入する蜜蜂のようにならなければなりません。花の中に深く飛び込んで、最も深いところにある蜜を取り出すのです。たくさん読む方法は、学問には向いていますが、神聖な真理には向きません。霊的な書物から益を受けるには、私が示したように読まなければなりません。私は確信しています。もしこの方法を実践するなら、読んだ御言葉によって祈ることが少しずつ習慣になっていくでしょう。そして、ますますこの方法を実践するようになるでしょう。


  　第二の方法である黙想は、適当な時期が来たら実践します。また、黙想の時間は聖書を読む時間とは別に確保する必要があります。私は、最も良い黙想の方法は次のようなものであると信じています。


  　まず、生ける信仰を活用して、神の臨在の中に入ります。次に、聖書のどこかの真理を読みます。読んだら、穏やかに静まります。静まるのは、理性を用いるためではなく、精神を集中するためです。黙想の主要な目的は、神の臨在を経験することです。ですから、御言葉を読むのは思いを静めるためであって、理性を働かせるためではありません。


  　次に、自分の内側深くにおられる神を信じる生ける信仰によって、感覚が外側をさまようのを抑制し、自分の内なる最も深い部分に向かいます。そうするなら、多くの束縛から解放され、外側のものから遠く離されて、神のみそば近くにもたらされます。神が見いだされるのは、私たちの最も深い部分においてだけです。私たちの最も深い部分は、神が住まわれる至聖所です。かつて主は、「だれでもわたしを愛する人は、わたしの言葉を守ります。そうすれば、わたしの父はその人を愛し、わたしたちはその人のところに来て、その人と共に住みます」（ヨハネによる福音書十四章二三節）と約束されました。また、かつて聖アウグスチヌスは、「私は、クリスチャン経験の初期の頃、内側よりも外側で主を見いだそうとしたために、多くの時間を失ってしまった」と後悔しました。


  　このように全く内側に向かうなら、神の臨在の感覚で満たされ、温められます。感覚は静まり、外側から中心に引き寄せられます。魂は、自分が読んだ真理によって、甘く静かに満たされます。これは読んだ御言葉を研究することではなく、読んだ御言葉で養われることです。それは御言葉を研究して理性を疲れさせることではなく、愛情によって意志を力づけることです。愛情がこの状態に達したら（最初、これは難しく見えるかもしれませんが、これから述べるように、容易に達することができます）、愛情に休むことを許さなくてはなりません。それは、自分が味わった御言葉を食べるためです。


  　例として、最高の御馳走の香りを楽しんでいる人を考えましょう。動くのをやめて御馳走を食べないかぎり、養いを受けられません。それと同じように、愛情の炎が燃え上がった時、それをさらに燃え上がらせるなら、かえって炎を消してしまい、魂は養いを奪われてしまいます。ですから、愛情を休ませて、自分が受けた幸いな食物を、恭しく、確信をもって食べなければなりません。この方法は絶対に必要であり、短期間のうちに魂を前進させるでしょう。


  　しかし、前に述べたように、祈りの主要な要素は神の臨在を見つめることです。私たちはさまよう感覚を呼び戻すよう勤勉に励む必要がありますが、神の臨在を見つめることこそ、外側の気を散らせるものに打ち勝つ、世界で最も簡単な方法なのです。さまよう感覚に直接戦いを挑むなら、かえってそれを掻き立てて、強めてしまいます。しかし、自分の内側に向かい、信仰によって神の臨在を見つめ、ひたすら静まるなら、さまよう感覚と直接戦ったわけではないのに、自分でも気づかぬうちにこの戦いに勝利するでしょう。


  　ここで、初心者に注意を述べたいと思います。あなたはこれまで、真理から真理へ、主題から主題へ渡り歩いてきたかもしれません。しかし、神聖な真理の中に入り込み、それを十分に味わい、心の中に刻み込む正しい方法は、味わいが続くかぎり、その真理にとどまることなのです。


  　最初、静まるのは困難です。これは、絶えず外側をさまようことに魂が慣れているためです。しかし、自分を訓練して、静まることに多少慣れるなら、この過程はすぐにとても容易になります。それは、習慣の力と神のおかげです。ご自分の被造物に対する神の御旨は、彼らにご自身を伝え、豊かな恵みを分け与え、ご自身の臨在の喜びを経験させることです。主の臨在は、静まることをとても容易にします。


  



  第三章 無学な人でも実行できる祈り


  



  　私はここで文字を読めない人々に向かって語りたいと思います。* 文字を読めなくても、祈ることはできます。イエス・キリストは内側にも外側にも文字の記されている本です。キリストはすべてをあなたに教えてくださいます。


  
    訳注：

    *このページを御覧になっている方はみな、文字を読めるはずです。しかし、どうかこの章を読み飛ばさないでください！なぜなら、この章は文字を読める人にも大きな助けになるからです。前世紀まで、世界の大半の人は文字を読めなかったことを、どうか心に留めてください。ガイオン夫人はそのような人々に向かって語ったのです。もしこの本を、文字を読めない人に読んで聞かせてあげるなら、きっと大きな助けになるでしょう。

  


  　あなたが実行すべき祈りはこれです。あなたはまず第一に、「神の国はあなたたちの内にある」（ルカによる福音書十七章二一節）という基本的真理を学ぶ必要があります。神の国をただそこにのみ求めなければなりません。


  　（牧者は自分の群れに、教理を教えるだけでなく、祈りを教える義務があります。彼らは人が創造された目的を信者に教えていますが、創造の目的に達する方法を十分に教えていません。）


  　最初に、神を深く礼拝し、神の御前で自分を無にしてください。そして、目を閉じ、魂の内なる目を開いて、内側に向かってください。あなたは、自分の内に神が住んでおられることを信じる必要があります。この生ける信仰によって、神の臨在の中に入りなさい。感覚が外側をさまようのを許してはなりません。できるだけ、感覚を服従させなさい。


  　それから、自分の母国語*で主の祈りを繰り返しなさい。「天にまします我らの父よ」という言葉から始めなさい。言葉の意味にあまりこだわらずに、内側に住んでおられる神が自分の父であることを信じなさい。そして、自分の必要を御父の御前に注ぎ出しなさい。「父よ」と言った後、しばらくの間、静まりなさい。あなたの天の御父がご自分の御旨を明かされるのを待ちなさい。


  
    訳注：

    *今日、主の祈りを自分の母国語で祈るのは、ごく当たり前のことです。しかし、ガイオン夫人の時代、カトリック教会ではラテン語が礼拝等に用いられていました。

  


  　また、自分がか弱い子供である事実をよく見つめなさい。あなたは、何度も転んで泥だらけになり、ひどく傷ついた子供のようです。あなたには、立つ力も、自分を清める力もありません。へりくだって、あなたの痛ましい状態を御父に見てもらいなさい。時々、愛と悲しみの言葉を、一言、二言、混ぜなさい。それからまた、主の御前で静まりなさい。その後、主の祈りを続けなさい。「あなたの御国が来ますように」と言う時、栄光の王である主が自分の内を統治されるよう求めなさい。自分を主に明け渡しなさい。そうすれば、主があなたを治めてくださいます。主が自分を治める権利を持っていることを認めなさい。


  　平安と静けさに引き寄せられるのを感じたら、その感覚が続くかぎり、次の言葉に移ってはなりません。この感覚が過ぎ去ったら、主の祈りの次の言葉に進みなさい。「あなたの御心が天でなされるのと同じように、地でもなされますように！」。この御言葉を祈りながら主の御前でへりくだり、主のすべての御旨が、あなたの中で、あなたを通して成就されるよう、熱心に主に求めなさい。あなたの心を主の御手に明け渡しなさい。自分に対して御心を行う権利を、主に与えなさい。神の御旨は、あなたが自分の意志で彼を愛することです。これを知る時、あなたは愛することを願うようになるでしょう。そして、神の愛を乞い求めるようになるでしょう。この祈りは、最初から最後まで、甘さと平安のうちになされるでしょう。主の祈りの残りの部分も、同じように祈ります。


  　形式的な祈りや習い覚えた祈りを、何度も繰り返す必要はありません。なぜなら、私が示したように主の祈りを一度祈るなら、豊かな実を結ぶからです。


  　また別の時、あなたは牧者なる主のもとに行きたくなるかもしれません。それならば、牧者に真の食物を求める羊として、主のもとに行きなさい。主のもとでこう言いなさい。「おお、神聖な牧者よ、あなたはご自身をもってあなたの群れを養われます。あなたこそ真に、私の日毎のパンです」。あなたはまた、自分の家族の必要を主に打ち明けることもできます。しかし、あなたが何をするにしても、次のことを信じつつ行いなさい。すなわち、神は自分の内におられる、ということを信じなさい。


  　神に関するあなたの観念には、何の価値もありません。主の臨在を信じる生ける信仰で十分です。なぜなら、あなたはいかなる神の像も造ってはならないからです。イエス・キリストを自分の内なる中心の中に求め続ける時、あなたは、彼の誕生、十字架、他の何か神秘的な状態を見つめることによって、彼の像を造り上げてしまうかもしれません。しかし、そうしてはなりません。


  　別の時、あなたは医者なる主を見上げることもできます。あなたのあらゆる病を主に診てもらいなさい。しかし、不安を抱いてはなりません。そして、しばしば静まりなさい。この沈黙の時間は次第に増えていくでしょう。そして、あなた自身の努力は次第に減っていくでしょう。最終的に、あなたは自分を神の働きに絶えず委ねるようになるでしょう。その結果、これから述べるように、神があなたを全く統べ治めてくださるでしょう。


  　神の臨在があなたに与えられます。そして、あなたは静けさと安息を味わい始めます。この時、神の臨在のこの経験的な享受は、あなたを第二段階の祈りに導きます。もし私が示した方法を実行するなら、あなたも、教養ある人と同じように、第二段階の祈りに達することができます。しかし、最初から第二段階の祈りを実行できる恵まれた人々もいます。


  



  第四章 第二段階


  



  　ある人々は第二段階の祈りを「信仰と静けさの祈り」と呼びます。別の人々はそれを「単純な祈り」と呼びます。ここでは後者の名称を使うことにしましょう。なぜなら、私が今扱っている初歩的な祈りには、「単純な祈り」という名称がふさわしいからです。「信仰と静けさの祈り」は、さらに進んだ祈りを意味します。


  　私が述べた方法をしばらく実行するなら、神に近づくことが容易になること、心を静めることの困難さがずっと減ること、祈りが易しく、甘く、楽しくなることを、魂は少しずつ経験するようになります。魂は、これこそ神を見いだす真の道であることを認識し、「あなたの名は注がれる香油のようです」（雅歌一・三）と感じます。しかし今、この方法を改めなければなりません。そして、私が示す方法を勇気をもって忠実に実行しなければなりません。この道で困難に出会っても、落胆してはなりません。


  　まず最初に、信仰によって神の御前に来なさい。神の御前で心を集中しなさい。それから少しの間、静まりなさい。


  　あなたは主の臨在の感覚を享受し始めるでしょう。そうしたら、主の臨在の中にとどまりなさい。それ以上進んではいけません。この感覚が続くかぎり、注意深くこの感覚を育みなさい。この感覚が弱まったら、優しい愛情で意志を刺激しなさい。そうすれば、甘い平安の中に連れ戻されるでしょう。そこにとどまりなさい。その炎を優しく燃え立たせてやらなければなりません。しかし、炎が燃え始めたら、すぐに自分の努力をやめなさい。さもないと、自分の活動によって炎を消してしまうでしょう。


  　私は皆さんにお勧めします。祈りを終える前に、少しの間、主の御前で静まりなさい。それから、これも非常に重要なことですが、祈りに入る時、あなたは勇気を持たなければなりません。また、私欲の無い純粋な愛を持たなければなりません。私欲の無い純粋な愛とは、神以外に何も求めず、ただ神を喜ばせ、神の御旨を行いたいと願う愛です。報酬に見合う勤勉さしか示さない僕は、何の賞賛にも値しません。ですから、霊的な喜びを享受することを望んで祈るのではなく、ただ神を喜ばせるために祈りなさい。そうするなら、乾きの時期にも、慰めの時期にも、あなたの霊は平穏に保たれるでしょう。そして、神の臨在が失われても、あなたは驚かないでしょう。


  



  第五章 乾期


  



  　神の願いは、神を求める魂にご自身を分け与えることです。神の願いはただこれだけです。しかし、神はしばしば魂からご自身を隠されます。これは、魂を怠慢から目覚めさせ、魂にご自身を追い求めさせるためです。しかし神は、愛する魂の忠信さに豊かに報いてくださいます！また神は、ご自身の臨在を隠した後で、優しい愛を注いでくださいます！


  　私たちは霊的に乾いた時期に、「これは自分の忠実さを証明する機会である。自分の力と働きで、さらに大いなる愛を示そう」、「そうするなら、主を速やかに戻らせることができるだろう」と思い込みがちです。いいえ、親愛なる人々よ、私を信じてください。祈りのこの段階では、そのような方法は最善の方法ではありません。忍耐強い愛、自己否定と謙遜、熱烈でありつつ平穏な愛、恭しい沈黙によって、あなたは愛する主の帰りを待たなければなりません。


  　こうすることによってのみ、あなたが求めているのは主ご自身と主の御旨であること、あなたが主を愛しているのは主の臨在から受ける利己的な楽しみのためではないことを、あなたは示すことができます。ですから、こう記されています。「乾きと暗闇の時に、短気であってはなりません。神の慰めが取り去られ、その到来が遅れても、耐え忍びなさい。神のみもとに近づいて、辛抱強く神を待ち望みなさい。そうすれば、あなたのいのちは増し加わり、新たにされます」（集会の書二章二、三節）。


  　たとえ一生の間、謙遜、明け渡し、満足、忍従の霊の中で、愛する主の帰りを待たなくてはならなくても、辛抱強く祈りなさい。これこそ、最も卓越した祈りです！この祈りに哀れな愛の嘆声を混ぜてもいいでしょう！このような振る舞いこそ、神に最も喜ばれます。そして、他のどんな振る舞いよりもずっと速やかに、主をあなたのもとに戻らせるでしょう。


  



  第六章 明け渡し


  



  　ここで私たちは、自分の全存在を放棄して、神に明け渡すことを始めなければなりません。その際、私たちに起きるすべてのことは、神の御旨と神の許しによること、そして私たちに必要なものであることを、堅く信じる必要があります。こう確信するとき、私たちはあらゆることで満足するようになります。そして、すべてのことを、被造物の側からではなく、神の側から見るようになります。


  　しかし、自分を神に与えることを心から願う人々よ。私はあなたに懇願します。一度ささげたら、それを取り戻すことはできません。覚えておいてください。一度贈り物を与えてしまえば、それはもはや贈り主のものではないのです。


  　前進する上で、明け渡しはとても重要です。それは内庭への鍵です。自分を明け渡す方法を知っている人は、すぐに完全になるでしょう。ですから、私たちは堅く立って、そこから動かされないようにしなければなりません。また、天然的な理性の声に耳を傾けてはなりません。偉大な信仰は、偉大な明け渡しを生みます。私たちは、「望みえないときに望みを抱いて」（ローマ人への手紙四章十八節）、神に信頼しなくてはなりません。


  　明け渡しは、利己的な配慮をすべて放棄して、全く神のものになることです。聖書はすべてのクリスチャンに明け渡しを勧めています。


  
    「あすのための心配は無用です。なぜなら、あなたたちの天の父は、それがみなあなたたちに必要であることを知っておられるからです。」（マタイによる福音書六章三二～三四節）

    

    「あなたの行く所どこにおいても、主を認めよ。そうすれば、主はあなたの道をまっすぐにされる。」（箴言三章六節）

    

    「あなたのしようとすることを主にゆだねよ。そうすれば、あなたの計画はゆるがない。」（箴言十六章三節）

    

    「あなたの道を主にゆだねよ。主に信頼せよ。主が成し遂げてくださる。」（詩篇三七篇五節）

  


  　ですから、明け渡しは外側と内側の両方の事柄に及ばなければなりません。私たちの関心事を完全に神の御手に渡し、自分を忘れて、ただ神だけを思うのです。こうすることによって、心は何ものにもとらわれなくなり、自由で平穏になります。


  　私たちは、自分の意志を神の御旨の中に絶えず失うことによって、明け渡しを実践します。また、個人的な願望が生じた時、それがどんなに良さそうに見えても、それをすぐに拒むことによって、明け渡しを実践します。そうするとき、私たちは自分自身に無頓着になって、神の永遠の御旨だけを願うようになるでしょう。明け渡しは、魂であろうと体であろうと、また時間であろうと永遠であろうと、あらゆることで自分を放棄することです。明け渡しは、過去を忘れ、未来を神に委ね、現在を神にささげることです。明け渡しは、今この瞬間に満足することです。今という時は、私たちに対する神の永遠の御計画の一部であり、神の御旨の絶対的な託宣であり、すべての人にとって避けることのできない一般的なものです。何が起きても、それを被造物のせいにしてはなりません。すべてのことを（私たちの罪だけは除きます）、神から来たものとみなしなさい。


  　外側の状態であれ、内側の状態であれ、自分を明け渡しなさい。そうするなら、神は御旨のままにあなたを導き、あなたを取り扱ってくださいます。


  



  第七章 苦難


  



  　あなたは、神があなたに送られるすべての苦難を、耐え忍ばなければなりません。もし主に対するあなたの愛が純粋なら、あなたはタボル山で主を愛するのと同じように、カルバリでも主を愛するでしょう。確かに、あなたはタボルだけでなく、カルバリでも主を愛するべきです。なぜなら、主が大いなる愛を示されたのはカルバリにおいてだったからです。


  　自分を主にささげても、後で撤回する人々がいます。そのような人々の真似をしてはいけません。彼らは主の寵愛を得るために自分をささげますが、十字架につけられる時、後退します。あるいは、少なくとも、被造物の慰めに向かってしまいます。


  　愛する人々よ、あなたは十字架の愛と完全な明け渡し以外に、慰めを見いだせないでしょう。十字架を味わわない人は、神を味わえません（参照マタイによる福音書十六章二三節）。十字架を愛さずに神を愛することは不可能です。十字架を味わう心は、最も苦いものでさえ甘いことを見いだします。聖書は告げます、「飢えている者には苦い物もみな甘い」（箴言二七章七節）。十字架に飢え渇くのに応じて、魂は神に飢え渇きます。神は私たちに十字架を与え、十字架は私たちに神を与えます。


  　十字架の道を進む時、私たちは内的に前進します。これは確かなことです。明け渡しと十字架は、手を取りあって進みます。


  　何かが苦難の形でやって来る時、あなたの心はそれを嫌がるでしょう。そうしたら直ちに、それに関して自分を神に明け渡しなさい。自分をいけにえの供え物として神にささげなさい。そうするなら、十字架がやって来る時、それはさほど重くないでしょう。なぜなら、あなた自身が十字架を望んでいるからです。しかし、誤解しないでいただきたいのですが、これは十字架の重さを感じなくなることではありません。もし十字架を感じていないなら、私たちは苦難を受けていないのです。痛みを感じることは、苦難の主要な部分です。イエス・キリストは、最大の苦しみを耐え忍ぶことを選ばれました。弱さの中で十字架を負う時もあるでしょう。また、強さの中で十字架を負う時もあるでしょう。私たちにとって、どれも同じことです。なぜなら、私たちは神の御旨の中で十字架を負うからです。


  



  第八章 啓示


  



  　「この方法だと、奥義が心に刻み込まれない」という反論があるかもしれません。しかし、実際はその逆です。これこそ、奥義を魂に刻み込む特別な方法なのです。私たちはイエス・キリストに自分を明け渡しました。イエス・キリストは「道であり、真理であり、いのち」です（ヨハネによる福音書十四章六節）。私たちは主に従い、主に聞き、主からいのちを受けます。主はご自身を魂に刻み込み、ご自身の様々な性格を魂の中に造り込んでくださいます。イエス・キリストのすべての経験を負うことは、彼の経験を黙想することよりも、ずっとまさっています。聖パウロは自分自身の身にイエス・キリストの経験を負いました。彼は、「私はこの身にイエスの焼き印を帯びています」（ガラテヤ人への手紙六章十七節）と言いました。彼は、「私はそれについて考察しています」とは言いませんでした。


  　イエス・キリストは、この明け渡しの状態にある人に対して、ご自分の性質に関する特別な啓示をしばしば与えてくださいます。私たちは主の啓示を感謝して受け入れ、主の御旨に自分を明け渡さなければなりません。また、主が与えてくださるものを、選り好みせずに、すべて平等に受け入れなければなりません。熱心に主を追い求め、常に主と共に住み、主の御前で自分を無にし、主の賜物を分け隔てなくすべて受け入れなければなりません。暗闇や光、豊かさや乏しさ、弱さや強さ、甘さや苦さ、誘惑、混乱、痛み、疲労、不確実さを、それが神からの賜物であるかぎり、すべて受け入れなければなりません。これらのものが、一瞬たりとも私たちの歩みを遅らせてはなりません。


  　神から何らかの奥義を受けて、それを数年間、黙想の中で享受し続ける人もいます。そのような人は、ただ一つの奥義だけを黙想します。その人をその奥義に忠実であらせなさい。しかし、神がその奥義を魂から取り去られる時、魂はそれが取り去られるのを黙って見ていなければなりません。ある奥義を黙想することができないと、そのことで非常に不安になる人もいます。しかし、神を愛して神に近づくことは、それ自身の内にあらゆる種類の祈りを含んでいます。ですから、ただ神だけに静かにつながっている人は、すべての神聖な奥義に容易に向かうことができます。だれでも神を愛する人は、神に属するすべてのものを愛します。


  



  第九章 聖い生活


  



  　このようにして、私たちは容易に、確実に、徳を身につけます。なぜなら、神こそあらゆる徳の本質だからです。私たちは、主を得る時、すべてを受け継ぎます。主を得れば得るほど、私たちは最高に卓越した徳を受けます。内側からのものでない徳は、たんなる外側の見せかけにすぎず、衣のように取りかえることができます。内側から生じた徳は、純粋であり、本質的であり、永続的です。ダビデは、「王の娘は内にいて、全く栄光に満たされている」（詩篇四五篇十三節）と言いました。彼らは自分の徳について何も話しませんが、他の人々以上に最高の徳を実践します。彼らは神に結合されています。そして、神が彼らを徹底的な徳の実践に導かれます。神は彼らをねたむほど慕っておられるので、彼らがご自身以外の楽しみを持つことを許されません。


  　このように神聖な愛で燃えている人々は、苦難に飢え渇きます。また、彼らは苦難を望んで、過度の自己否定を実践しようとします。彼らは、愛する主を喜ばせること以外何も考えません。そして、自分を無視し、自分を忘れます。神への愛が大きくなるにつれて、彼らはますます自己を忌み嫌い、被造物を気にしなくなります。


  　この簡単な方法は、だれでも実行できます。学者だけでなく、鈍い無知な人でも実行できます。おお、人々がこの簡単な方法を身につけられれば、神の全教会はたやすく刷新されるでしょう！ただ愛だけが必要です。聖アウグスチヌスは、「愛しなさい。それからあなたの望むことを行いなさい」と言いました。なぜなら、真に愛する時、私たちは愛する方の御旨に逆らえないからです。


  



  第十章 内なる霊に生きる


  



  　私はさらに言いましょう。これ以外の方法で、感覚や欲望を完全に克服するのは不可能です。


  　その理由は明らかです。魂は感覚に活気と力を与え、感覚は欲望を呼び覚まして刺激します。死体には感覚も欲望もありません。なぜなら、体と魂が分離されているからです。外側を矯正しようとすることは、魂を外側に向かわせます。その結果、魂の力は外側に散らされて、外側の感覚と欲望をますます強めます。魂が外側のものに注意を向けるやいなや、抑制しようとしている感覚を逆に強めてしまいます。感覚が力を汲み出す泉は、魂しかありません。ですから、魂が感覚に注意を向ければ向けるほど、感覚はますます活発になります。この感覚のいのちは、欲望を抑制して征服するかわりに、欲望を掻き立てて刺激します。苦行は体を弱めるかもしれませんが、今述べた理由により、感覚の鋭さを取り除くことも、その働きを弱めることもできません。


  　感覚を征服する唯一の方法は、内側に向かうことです。* これにより、魂は全く内側に向かい、そこにおられる神を得ます。** すべての力を内側に注ぐなら、魂は感覚から分離され、感覚は弱められます。神に近づけば近づくほど、魂はますます自己から分離されます。内側で力強い恵みに引き寄せられている人は、外なる人が非常に弱まるのを経験するでしょう。


  
    訳注：

    *ローマ人への手紙八章六節「肉に付けた思いは死ですが、霊につけた思いは命と平安です」。

    **救われた信者の霊の中には、キリストが内住しておられます。ヨハネによる福音書十四章二〇節「その日には、わたしが父におり、あなたたちがわたしにおり、わたしがあなたたちにおることが、あなたたちにわかります」。十四章二三節「だれでもわたしを愛する人は、わたしの言葉を守ります。そうすれば、わたしはその人を愛し、わたしたちはその人のところに来て、その人とともに住みます」。コロサイ人への手紙一章二七節「この奥義とは、あなたたちの内におられるキリスト、栄光の望みのことです」。

  


  　私は苦行を否定しているわけではありません。ただし、苦行には常に、各人の力と状態に応じて、また従順の要求に応じて、祈りが伴わなければなりません。しかし、私は言いましょう。苦行は私たちの主要な実行ではありません。* 私たちは苦行を自分に課すべきではありません。ただひたすら、内側の恵みの引き寄せに従い、神の臨在で満たされなくてはなりません。そうするなら、特に苦行を実行しようと思わなくても、神があらゆる苦行を実行できるようにしてくださいます。神は、忠実に自分を明け渡している人々の内で働かれます。神は、彼らの中に残っている、死に渡されるべきものを、ことごとく死に渡してくださいます。この働きが終わるまで、神は彼らを放されません。


  
    訳注：

    *コロサイ人への手紙二章二〇～二三節

  


  　私たちがなすべきは、全神経を神に集中し続けることだけです。そうすれば、すべては完全に果たされるでしょう。すべての人が外側の苦行を実行できるわけではありませんが、これならだれでも実行できます。私たちの目と耳は、私たちの想像力に絶えず新しい題材を供給します。ですから、自分の見聞きすることに関して、私たちには訓練が必要です。この訓練を実行するとき、極端に走るおそれが若干ありますが、神はこれについても私たちを教えてくださいます。私たちは、ただ神の霊に従わなければなりません。


  　このように進むことによって、魂は二つの益を受けます。第一に、外側の事柄から退くことによって、魂は絶えず神に近づいていきます。神に近づくにつれて、魂はますます支える力と徳を受けます。第二に、魂はますます罪から離れていきます。こうして、回心が習慣として確立されるのです。


  



  第十一章 中心に向かって


  



  　「イスラエルの子らよ、あなたたちが反逆を深めているその方のもとに帰れ」（イザヤ書三一章六節）。回心とは、神に戻るために、被造物から転じること以上の何ものでもありません。


  　罪から恵みに向かうだけでは（たとえそれがどんなに良く、またどんなに救いに必要不可欠だったとしても）、回心は不完全です。回心が完全なものになるには、それは外側から始まって内側に深まっていかなければなりません。


  　いったん神に向かうなら、絶えず神に向かい続けることが驚くほど容易になります。神に向かえば向かうほど、魂はますます神に近づき、神にしっかりと引き付けられます。そして、神に近づけば近づくほど、必然的に、魂はますます被造物から遠ざかります。なぜなら、神と被造物は正反対だからです。魂は回心の中に確立されるため、その状態が習慣的になります。まるで、その状態が自然であるかのようです。


  　さて、「自分の力でこの状態を実現しよう」と思ってはなりません。私たちにできる唯一のこと、また私たちがなすべき唯一のことは、神の恵みに協力して、外側の物事から退き、内側に向かうことです。その後は、神の引き寄せに従い続けること以外、何もすべきことはありません。


  　神には魂を引き寄せる性質があります。神はますます力強く、魂をご自身に引き寄せてくださいます。そして、魂を引き寄せる時、神は魂を清めてくださいます。魂は蒸気のようです。太陽が水を蒸発させると、その蒸気は少しずつ上に向かって昇って行きます。そして、上に昇って行くにつれて、蒸気はますます浄化され、純化されていきます。蒸気は、上に引き上げる力に、ただ身を任せます。しかし、魂と蒸気の間には一つ違いがあります。蒸気は何もできませんが、魂は自発的に主と協力できるのです。


  　このように内側に向かうことは、とても容易であり、自然に魂を前進させます。魂は何も苦労せずに前進します。なぜなら、神は私たちの中心だからです。中心なる神にはものを引き寄せる性質があります。そして、私たちが霊的になり、高く上げられるにつれて、その引き寄せはますます強力で、逆らえないものになります。


  　しかし、中心なる神にものを引き寄せる性質があるだけでなく、被造物にもその中心に再結合されようとする強い習性があります。私たちが霊的になり、完成されるにしたがって、この習性はますます強まり、ますます活発になります。


  　どんなものも中心に向かうやいなや、邪魔されないかぎり、すぐに中心に達します。手から石を落とすと、石は自分の重さによって、自分の中心である地面に落ちます。水や火も、邪魔されないかぎり、自分の中心に向かって絶えず流れて行きます。魂が努めて静まり、中心に向かう習性の影響を受ける時、魂は、愛の重さによって、少しずつ自分の中心に向かって落ちて行きます。愛以外の力は必要ありません。じっと静かにしていればいるほど、また自分の努力から自由になればなるほど、魂はますます速やかに進みます。なぜならこの時、妨げられることなく、自由に、十分に、求心力が働くからです。*


  
    編者注：

    *この美しい比喩は、内なるいのちの路線の教師たちが教えた神聖ないのちの本質をすべて内包しています。この比喩は美しいだけでなく、真実です。神は魂を引き寄せる大いなる磁石です。しかし、神が引き寄せるのは魂だけです。不純物や混ざり物は、この引き寄せる力を邪魔します。もし不純物や混ざり物が何も無ければ、この強力無比な引き寄せの下で、魂は神に向かって猛スピードで突き進み、神の中に失われるでしょう。しかし、多くの人は財産を負い、地上のものや自己を堅く握りしめています。そのため、彼らは一生の間、カタツムリのようにゆっくりとしか中心に向かえません。神が、愛のゆえに、彼らの手から荒々しく重荷を取り去られる時、彼らは自分を引き止めていた妨害物にはじめて気がつきます。もし、私たちがすべての重荷を下ろして、自己や被造物から手を引くなら、犠牲の後にすぐ復活が続くでしょう。ここで説かれている受動性に反対する、敬虔な人々もいます。彼らは、ここで述べられていることを、「神が魂に御旨を行うには、魂はいのちのない物体のように死んだ状態にならなければならない」と誤解します。しかし、魂の主要な要素は意志であり、そして、完全に受動的なこの状態は実は意志の高度な働きであることを考慮するなら、このような反対はなくなるでしょう。この状態にある魂は、自分の中で、自分によって、自分を通して、神の御旨がなされることを、全身全霊を傾けて絶えず願います。これに関しては、さらに二一章でも述べられています。

  


  　ですから、私たちは内側に向かうことを学ぶ必要があります。私たちはこれだけを心がけなければなりません。困難に出会って落胆してはなりません。神は私たちに豊かな恵みを与えて、これを全く容易にしてくださいます。ただし、私たちは忠実に、外側の気を散らせるものや、自分の心を占有するものから、穏やかに退かなければなりません。そして、優しさと静けさに満ちた愛情をもって、私たちの中心に向かわなければなりません。感情が掻き乱された時、内側の神の臨在に穏やかに避難するなら、感情は容易に静まります。他の方法では、感情をしずめるかわりに、ますます掻き立ててしまいます。


  



  第十二章 内なる祈り


  



  　これまで述べてきたように、忠実に神を愛し、神に向かう魂は、主が少しずつ自分の全存在を所有されるのを感じてびっくりするでしょう。今、魂は主の臨在の感覚を継続的に享受します。魂にとって、主の臨在が自然なものになります。そして、祈りだけでなく、主の臨在も日常的になります。人知を越えた静けさが魂全体に広がります。今、沈黙が祈りのすべてを構成します。神は魂に愛を注がれますが、この愛は言い尽くせない祝福の始まりにすぎません。


  　おお、この主題をさらに深く掘り下げて、この後に続く無限の段階を描写できたら、どんなによかったでしょう。しかし今、私は初心者のためにこの小著を書いています。ですから、これ以上進むのはやめましょう。そして、主の時が来たら、この後の段階について述べることにしましょう。*


  
    編者注：

    *この主題については、「霊の奔流」の中で取り扱われており、また「神への道と合一の状態に関する概観」の中でも多少述べられています。

  


  　しかしながら、最も重要なことを述べなければなりません。それは、自分の行動や自分の努力をやめることです。そうするなら、ただ神だけが働けます。主は、「静まって、わたしこそ神であることを知れ」（詩篇四六篇十節）と言われました。しかし、私たちの心には、自分の努力を愛し、それに固執する性質があります。そのため、心の働きを感じ、知り、識別できない時、私たちは心の働きを信じません。しかし、心の動きの様子がわからないのは、その速さのためです。神の働きは常に増し加わっており、被造物の働きを飲み込みつつあります。例をあげて説明しましょう。太陽が昇る前、星は明るく輝きます。しかし、太陽の光が強くなるにつれて、星は徐々に消えていき、やがて見えなくなります。これは、星の光が足りないためではなく、太陽の光が強すぎるためです。


  　同じことが、霊の事柄にも言えます。宇宙的な強い光があり、それが魂の小さな光をすべて吸収します。この強力な影響の下で、魂の小さな光は暗くなっていき、やがて消えてしまいます。もはや、自己の活動を識別することはできません。


  　「この祈りは不活発である」と言って非難する人がいます。しかし、これは大きな間違いです。彼らは、この祈りを経験したことがないから、そう批判するのです。おお、この祈りを修得しようと少しでも努めるなら、彼らはすぐにこの祈りについて十分な光と理解を得るでしょう。


  　魂が活動していないように見えるのは、欠乏の結果ではなく、豊かさの結果です。経験を積んだ人なら、はっきりとこれがわかるでしょう。この沈黙は豊かであり、油に満ちています。この沈黙は豊かさから生じます。


  　沈黙している人には二種類あります。何も言うことがない人と、言うことがたくさんありすぎる人です。この場合は後者にあたります。欠乏から沈黙が生じるのではなく、過剰な豊かさから沈黙が生じるのです。


  　溺れて死ぬことと、渇いて死ぬことは、全く別のことです。両方とも死因は水です。しかし、一方は多すぎる水が死を招き、他方は水の不足が死を招きます。そのように、豊かな恵みが自己の活動をしずめます。ですから、できるだけ静かにしていることが最も重要です。


  　母親の乳房にしがみついている赤ん坊を例にあげましょう。赤ん坊は小さな唇を動かすことによって、ミルクを引き出します。しかし、ひとたびミルクが豊かに流れ始めると、赤ん坊はそれ以上何も努力せずひたすらミルクを飲みます。これ以外の方法では、赤ん坊は自分を損ない、ミルクをこぼし、乳房から離れなければならないでしょう。


  　祈り始める時、私たちも同じようにしなければなりません。すなわち、愛情の唇を動かすのです。しかし、神聖な恵みのミルクが流れ始めたら、ただ静かに、楽しく、そのミルクを飲みます。これ以外何もする必要はありません。もしこのミルクの流れがやんだら、赤ん坊が唇を動かすように、再び愛情を掻き立てます。これ以外の方法では、この恵みを最大限に用いることはできないでしょう。主がこの恵みを与えられるのは、魂を愛の安息に誘うためであって、自己を掻き立てるためではありません。


  　赤ん坊が、全く何の努力もせずに、穏やかにミルクを飲んだとしましょう。さて、赤ん坊はどうなるでしょう？驚くべきことに、赤ん坊はこのように養いを受けることができます。平穏にミルクを飲めば飲むほど、赤ん坊はよく育ちます。さて、この赤ん坊はどうなるでしょう？赤ん坊は母親の懐で眠りに落ちます。それと同じように、魂が祈りの中で静穏になる時、魂はしばしば神秘的な眠りに落ちます。そして、この神秘的眠りの中で、魂の力は完全に活動を停止します。最終的に、魂はこの状態に全く適応するようになります。魂は自然に、努力することなく、苦労することなく、この状態に導かれます。技術や学びも必要ありません。


  　内側*は堅固な要塞であって、外側の嵐や暴風によって揺るがされません。また、内側*は平和の王国です。この王国はただ愛によってのみ獲得できます。私がこれまで述べてきた小道を歩む人は、内なる祈り**に導かれるでしょう。神は、大それたことや難しいことを、何一つ要求されません。それどころか、神は単純な子どものような振る舞いをとても喜ばれます。


  
    訳者注：

    *信者の内なる霊を指す。

    **英訳では"infused prayer"。これを直訳すると「（神によって）息吹かれた祈り」となります。私たちが自分の内なる霊に向かい、そこで神と接触する時、神は私たちにご自分の御旨を示し、そのために祈るよう私たちを促されます。内なる祈りとは、神によって私たちの内側（霊）に息吹き込まれる祈りです。それは内側から始まって外側に作用し、私たちの全存在を満たし、私たちの存在すべてに浸透します。

  


  　最高度の霊性に到達することは至極容易です。最も必要なことは最も容易なのです。これも自然を例にあげて説明できます。海に行くことを考えましょう。どうやってそこに行けばいいのでしょう？ただ船に乗ればいいのです。あなたは何も労苦せず、自分でも気づかぬうちに、海に近づくでしょう。もし神のみもとに行くことを望むなら、この楽しい容易な道を歩みなさい。そうすれば、あなたは自分の望む目的地に到達するでしょう。あなたは容易に、想像できない速さで、神に到達するでしょう。


  　もし試しにやってみるなら、私がほんの少ししか話していないことがわかるでしょう。そして、あなたはこの段階を越えて無限に前進するでしょう。何を恐れる必要があるのでしょう？なぜあなたは愛なる主の御腕に直ちに飛び込まないのでしょう？主が十字架上で御手を伸ばされたのは、あなたを抱きしめるためです。ただ神にのみ信頼することに、どんな危険があるのでしょう？自分を全く神に明け渡すことに、どんな危険があるのでしょう？ああ！主はあなたを欺かれません。主は、あなたの望みを遙かに越えて、ご自分の豊富をあなたに与えてくださいます。しかし、自分自身でこれらすべてを得ようとしている人よ、預言者イザヤによって与えられた、この主の叱責を聞きなさい。「あなたは道の長いのに疲れても、なお『平和のうちに休もう』と言わなかった」（イザヤ書五七章十節）。


  



  第十三章 流出


  



  　ここまで進んだ魂は、静かにしていること以外、何もする必要はありません。なぜなら今や、魂は神の臨在をほとんど絶え間なく経験するからです。神の臨在は祈りの結果であり、祈り以上に持続します。魂は人知を越えた祝福を享受し、神の親しい臨在を経験します。


  　神を見いだす唯一の道は、内側に向かうことです。目を閉じて祈りに包まれる時、魂は主の大いなる祝福に驚き、主との内なる会話を楽しむでしょう。この会話は外側のものによって中断されません。


  　知恵について、「あらゆる良いものは知恵と共に来る」（知恵の書七章十一節）と言われています。同じことが、この種の祈りにも言えます。なぜなら、ここまで進んだ魂からは、甘く、たやすく、諸々の徳が流れ出るからです。徳を流し出すことが、その魂にとって自然であるかのようです。内側の泉から生ける水が豊かに流れ出て、あらゆる種類の美徳を生み出し、あらゆる種類の悪を洗い流します。


  　ですから、この状態に忠実にとどまりなさい。この安息以外のものを求めないように注意しなさい。告白するにせよ、神と交わるにせよ、行動するにせよ、祈るにせよ、まず最初に静かに安息しなさい。魂がなすべき唯一のことは、この神聖な流出によって満たされることです。私は儀式に必要な備えについて述べているのではなく、儀式に賦与されうる最も内なる習性について述べているのです。


  



  第十四章 静けさ


  



  　「主は、その聖なる宮におられる。全地よ、その御前に静まれ」（ハバクク書二章二〇節）。どうして、内なる静けさが必要不可欠なのでしょう？それは、主が御言葉だからです。御言葉である主を受け入れるには、魂は静まらなければなりません。聴覚は音を聞くための感覚であり、能動的である以上に受動的です。それは音を受け入れますが、感覚を伝えません。音を聞きたいときは耳を澄まさなければなりません。永遠の御言葉であるキリスト――魂が新しいいのちを持つには、キリストが魂に伝達されなければなりません――が私たちの内に語られるとき、私たちはその御声に細心の注意を払わなければなりません。


  　ですから、「神の御声を聞いて、それに注意を払うように」という命令が、聖書の中にたくさんあります。「わたしの民よ。わたしに心を留めよ。わたしの国民よ。わたしに耳を傾けよ」（イザヤ書五一章四節）、「わたしに聞け。胎内にいた時からになわれ、生まれる前から運ばれた者よ」（イザヤ書四六章三節）、「娘よ。聞け。心して、耳を傾けよ。あなたの民と、あなたの父の家を忘れよ。そうすれば王は、あなたの美しさを慕おう」（詩篇四五篇十、十一節）。


  　私たちは自分を忘れ、自分の関心をすべて忘れて、神に聞き、神に引き寄せられなければなりません。このような単純な行為により、もっと正確に言うと、このような受動的な習性により、主ご自身から来る、あの美しい愛が生み出されます。


  　外側の静けさは、内側の静けさを涵養し、発達させる上で、とても重要です。静けさと隠遁を愛さなければ、実際に内なる人になることはできません。神は預言者の口を通して、「わたしは彼女を荒野に導き、そこで彼女の心に語ろう」（ホセア書二章十四節、ウルガタ訳）と言われました。言うまでもなく、内側で神と交わることと、外側で数千の些事を抱えて忙しくすることは、全く両立しません。


  　弱さのせいで中心から離れてしまったら、すぐに再び内側に戻らなければなりません。中心から離れるたびに、私たちはこの過程を繰り返さなければなりません。一時間や半時間、献身的に内側に向かうだけでは不十分です。最終的に、油塗りと祈りの霊が一日中続く状態に達しなければなりません。


  



  第十五章 罪の告白


  



  　自己吟味が、罪の告白に先立たなければなりません。しかし、自己吟味の方法は、魂の状態に見合ったものでなければなりません。今述べている段階まで進んだ人に、私は勧めましょう。あなたの魂を全く神に開きなさい。神はあなたを照らし、あなたの過ちの特質をあなたに示してくださいます。主がこの吟味をしておられる間、あなたは平穏にしていなければなりません。神があなたの罪を見いだして、それをあなたに知らせてくださいます。この神に信頼しなさい。自分の分析に信頼しないでください。


  　もし、自分で自己吟味をしようとするなら、私たちはたやすく欺かれるでしょう。私たちは自己愛に欺かれて間違うでしょう。「私たちは悪を善、善を悪と言っている」（イザヤ書五章二〇節）。しかし、義の太陽の全き照らしの中に横たわるなら、主の神聖な光線が私たちのささやかな過ちさえも顕わにします。ですから、自己吟味においても、罪の告白においても、私たちは自己を放棄して、自分の魂を神に明け渡さなければなりません。


  　魂がこの種の祈りに到達するとき、主はすべての過ちを裁かれます。罪を犯すやいなや、魂は内なる燃焼と優しい混乱によって責められるでしょう。主は魂を精密に検査されます。主は決して罪を隠れたままにされません。魂が取るべき唯一の道は、ただひたすら主に戻って、主が科される痛みと矯正を耐え忍ぶことです。


  　主が絶え間なく魂を吟味されるようになるとき、魂はもはや、自分で自分を吟味する必要はありません。もし、魂が忠実に自分を主に明け渡すなら、主の神聖な光は自分の注意深さよりも遙かに効果的であることを、魂は経験的に知るでしょう。


  　この道を歩む人は、罪の告白について多少のことを知らなければなりません。なぜなら、罪の告白はしばしば誤解されがちだからです。過去、あなたが自分の罪を主に告白した時、おそらくあなたは罪を悔いたのではないでしょうか？しかし今、愛と静けさが後悔の念に取って代わります。愛と静けさがあなたの魂に甘く浸透し、あなたの魂を満たします。もしあなたが正しく教わったことがないなら、あなたはこの感覚に抵抗したくなるでしょう。そして、神の御前で悲しみ、後悔しようとするでしょう。これまでしばしば、「神は罪を悲しみ悔いる心を喜ばれる」と言われてきました。これは真実です。しかし考えてください。自分の努力で悔いた心を生じさせようとするなら、あなたは純粋な悔い改めを失います。あなたの内側にあるその深い愛こそ、純粋な悔い改めなのです。それは、あなたが自力で生み出す何ものよりも遙かに優っています。この愛は、他のすべての悔い改めの感覚をまとめ上げて一つにします。この一つにまとまった悔い改めは、それぞれがバラバラの場合よりも遙かに優っています。


  　神があなたの中で、あなたのために、このように素晴らしい方法で働かれる時、あなたは自分で罪の感覚を生じさせようとする必要はありません。神は罪を憎んでおられます。神が与えてくださる悔い改めを経験する時、あなたは、神が罪を憎まれるのと同じように、罪を憎むようになります。最も純粋な愛は、主が魂の中に直接働いて生み出される愛です。それなのに、どうして私たちは行動することを切望するのでしょうか？賢人の教えに従って、主が定められたところにとどまりましょう。「神に信頼せよ。神が置いてくださったところに静かにとどまれ」（伝道の書）。


  　この道を歩む時、自分の罪を思い出すことの困難さに気づいて、あなたは驚くでしょう！しかし、不安になってはいけません。なぜなら、第一に、罪を忘れることは罪から清められた証拠だからです。この段階では、自分に関することをすっかり忘れてしまった方がいいでしょう。そうすれば、ただ神だけを覚えることができます。第二に、罪を告白する必要がある時、神は必ずその罪をあなたに知らせてくださるからです。神ご自身があなたを吟味されます。神の吟味は、あなたが自力で行う吟味よりも、はるかに優っています。


  　この教えは、これより前の段階にある人には向きません。この教えは活発な人のためのものではありません。活発な状態にある人に対しては、「自力で罪を対処する」という教えが全く正しいですし、必要ですらあります。このさらに進んだ段階に達した人々に、私はお勧めします。どうかこの教えに従ってください。主との交わりに入るときも、この単純な働きを続けてください。静けさの中にとどまって、神に自由に働いてもらいなさい。なぜなら、主を最もよく受け入れられるのは主ご自身だからです。


  



  第十六章 内なる静けさにとどまる


  



  　この状態で聖書を読むとき、内側に引き寄せられるのを感じたら、読むのをやめて、静かにしなければなりません。御言葉を少しだけ読み、内側に引き寄せられるたびに、読むのをやめます。


  　内なる静けさに召された魂は、声を出して祈るべきではありません。もし声を出して祈るなら、内なる静けさへの引き寄せは妨げられるでしょう。そして、内なる静けさにとどまるのが困難になるでしょう。ですから、声を出して祈ろうと無理する必要はありません。そのかわりに、内なる引き寄せに従いなさい。ただし、声を出して祈ることが義務の場合は、声を出して祈りなさい。祈りに関しては形式を設けない方がいいでしょう。そのかわり、聖霊の導きに自分を全く明け渡しなさい。そうするなら、最高度の祈りが実現されるでしょう。


  



  第十七章 願い求める祈り？


  



  　あなたは以前、容易に願い求める祈りをすることができました。しかし、この道を歩み続けるなら、願い求める祈りができなくなります。どうか、これにあまり驚かないでください。なぜなら今、祈るのは聖霊だからです。聖霊は、神の御旨にしたがって、あなたのためにとりなしてくださいます。聖霊は私たちの弱さを助けてくださいます。「私たちは、どのように祈ったらよいかわかりませんが、御霊ご自身が、言いようもない深いうめきによって、私たちのためにとりなしてくださいます」（ローマ人への手紙八章二六節）。あなたは神の御旨を支持しなければなりません。神は、あなたからあなた自身の働きをすべて取り去って、ご自分の働きで置き換えてくださいます。


  　ですから、明け渡しなさい。何ものにも執着してはなりません。たとえどんなによさそうに見えるものでも、それに執着してはいけません。あなたを神の御旨から逸らすものは、よいものではありえません。なぜなら、神の御旨は他のあらゆる善よりもまさっているからです。自分の関心をすべて払い落としなさい。そして、信仰と明け渡しによって生きなさい。純粋な信仰が真に働き始めるのは、ここからです。


  



  第十八章 過ち


  



  　外側のものに逸らされてしまったり、過ちを犯してしまったら、すぐに内側に戻らなければなりません。神から離れてしまったら、直ちに神に戻り、神が科される罰を受けなければなりません。


  　しかしここで、注意すべきことがあります。過ちを犯してしまったからといって、悩んではいけません。なぜなら、そのような悩みは隠れた自尊心の根から生じているからです。私たちは自分の価値を愛しているから悩むのです。私たちは自分の真の姿を見て、傷ついているにすぎないのです。


  　もし落胆するなら、私たちはますます弱くなります。自分の欠点を見るなら、後悔が生じます。後悔は、欠点そのものよりも悪い場合がしばしばあります。


  　真にへりくだった魂は、自分の欠点や失敗にも驚きません。自分の惨めさを見れば見るほど、魂は神の助けの必要性を見るようになります。そして、ますます自分を神に明け渡し、いっそう親密な神との交わりに進むようになります。これが私たちの歩むべき道です。なぜなら、神ご自身が、「わたしは、あなたたちを教え、あなたたちの行くべき道をあなたたちに教えよう。わたしは、わたしの目であなたたちを導こう」（詩篇三二篇八節）と言われたからです。


  



  第十九章 誘惑


  



  　気を散らせるものや誘惑と直接戦おうとするなら、かえってそれを強め、神から引き離されてしまいます。神だけが魂の目標でなければなりません。ですから、私たちはひたすら悪から離れ、神に近づかなければなりません。小さな子供は、恐ろしい怪物を見たら、どうするでしょう？そこにとどまって戦おうとはしません。怪物を見ずに、一目散に母親の懐に飛び込みます。母親の懐で子供は安全です。「神はそのまなかにいまし、その都はゆるがない。神は夜明け前にこれを助けられる」（詩篇四六篇五節）。


  　もし、自分の弱さの中で敵を攻撃しようとするなら、完敗を喫することはなくても、しばしば傷つくことになるでしょう。しかし、神の臨在の中にとどまるなら、自分を支える力を直ちに受けるでしょう。これがダビデの力の源でした。「私はいつも、私の前に主を置いた。主が私の右におられるので、私はゆるぐことがない。それゆえ、私の心は喜び、私の魂は楽しむ。私の身もまた安らかに住まおう」（詩篇十六篇八、九節）。さらに、出エジプト記は、「主があなたたちのために戦われる。あなたたちは静かにしていなければならない」（十四章十四節）と告げています。


  



  第二〇章 消失


  



  　祈りには献身と犠牲が含まれます。聖ヨハネによると、祈りは香であり、その煙は神のみもとに立ち昇ります。「また、もうひとりの御使いが出て来て、金の香炉を持って祭壇のところに立った。彼にたくさんの香が与えられた。すべての聖徒の祈りとともに、御座の前にある金の祭壇の上にささげるためであった」（黙示録八章三節）。


  　祈りは神の臨在の中で心を注ぎ出すことです。サムエルの母は、「私は主の前に、私の心を注ぎ出していたのです」（サムエル記上一章十五節）と言いました。賢者は、ベツレヘムの馬小屋で、キリストの足もとに香をささげました。これは主に注ぎ出された祈りを意味します。


  　祈りとは何でしょう？祈りは愛のぬくもりです。ああ、しかし、祈りはそれ以上のものです！祈りは溶かされることです！祈りは魂を溶かされて、高く揚げられることです。このぬくもり、溶かし、高揚によって、魂は神のみもとにのぼります。魂が溶かされる時、魂から甘い香りが立ちのぼります。この香りは、魂の内にある焼き尽くす愛の炎から生じます。


  　これは雅歌の中に描かれています。若い乙女は言います、「王がテーブルに着いておられる間、私のナルドは香りを放ちました」（雅歌一章十二節）。このテーブルは魂の中心を意味します。神はそこに住んでおられます。私たちが主と共にそこに住むことを学ぶとき、主の神聖な臨在は魂のかたくなさを徐々に溶かしていきます。そして、魂のかたくなさが溶かされる時、そこから芳香が立ちのぼります。ですから、花嫁の魂が溶けるのを見て、花婿である主は言われました、「貿易商人のあらゆる香料の粉末をくゆらして、煙の柱のように荒野から上って来るこの人は誰か？」（雅歌三章六節）。


  　このようにして、魂は神のみもとにのぼります。これは神聖な愛の粉砕して抹消する力に自己を渡すことによります。これこそ、クリスチャンにとって必要不可欠な犠牲の状態です。この犠牲によって、魂は粉砕され、消失し、神の主権を敬うようになります。「主の御力は偉大である。主はへりくだった者からのみ栄誉をお受けになる」（集会の書三章二〇節）。自己を粉砕されることにより、私たちは神の至高の存在を認識します。私たちは自己の中に住むのをやめなければなりません。そうするなら、永遠の御言葉の霊が私たちの内に住んでくださいます。自分のいのちを放棄することによって、私たちは主の到来に道を開きます。自己に死ぬとき、主が私たちの内に生きてくださいます。


  　私たちは、自分のすべてをキリスト・イエスに明け渡し、自己に生きることをやめなければなりません。そうするなら、主が私たちのいのちとなってくださいます。「あなたたちはすでに死んでおり、あなたたちのいのちは、キリストとともに、神のうちに隠されています」（コロサイ人への手紙三章三節）、「熱心にわたしを求める人々よ。わたしのもとに渡って来なさい」（集会の書二一章十六節）。しかし、どのようにして神のみもとに渡るのでしょう？自己を放棄することによってです。そうするなら、私たちは主のうちに失われます。これは自己消失によってのみ可能です。自己消失こそ、「賛美と誉れと栄光と力を永遠に」（黙示録五章十三節）ただ神にのみ帰すことなのです。


  　この祈りは真理です。それは「霊*と真理によって神を礼拝する」（ヨハネによる福音書四章二三節）ことです。「霊*によって」のみ、私たちは真の礼拝をすることができます。なぜなら、私たちは「霊*によって」、自分の内で祈っておられる聖霊の純粋さの中に入り、自分の肉的で人間的な祈りの方法を離れるからです。また、「真理によって」のみ、私たちは真の礼拝をすることができます。なぜなら、私たちは真理によって、すべてが神から出ており、被造物からのものが何もない領域に導かれるからです。


  
    訳注：

    *ここで言っている「霊」とは、「人の霊」のことであって、「神の霊」のことではありません。人は霊・魂・体の三部分からなる存在であり（テサロニケ人への第一の手紙五章二三節）、人には「人の霊」があります。神は霊ですから、人は霊なる神に接触するために「人の霊」を用いる必要があります（ヨハネによる福音書四章二三節）。

    　新約聖書の中には「霊」という言葉が頻繁に出てきます。この「霊」には、（１）神の霊を指す場合、（２）人の霊を指す場合、（３）神の霊が宿っている再生された信者の霊を指す場合、などの様々なケースがあります。したがって、読者は文脈から判断する必要があります。ヨハネによる福音書四章二三節で主が語られた「霊」は、明らかに「人の霊」のことを述べています。

  


  　親愛なる読者よ。実際、ただ二つの事実しかありません。すなわち、すべてか無かです。神はすべてです。神以外のものはすべて虚偽です。神に栄光を帰す唯一の道は、自分を失うことです。この素晴らしい働きがなされるやいなや、神が入って来られます。なぜなら、主は空っぽで何も無いところに来ると、直ちにそれをご自身で満たされるからです。


  　ああ、魂がこの祈りから得る美徳と祝福を、私たちが知ってさえいれば！それを味わうなら、私たちはそれ以外のことをしようとしないでしょう。これは「高価な真珠」であり、「隠された宝」です。「だれでもそれを見いだすなら、全財産を売り払ってそれを買います」（マタイによる福音書十三章四四、四五節）。これは「生ける水の泉」であり、「そこから永遠のいのちの水がわき出ます」。これは、「霊と真理によって」（ヨハネによる福音書四章十四～二三節）神を礼拝することであり、純粋な福音の教えを全く実行することです。


  　イエス・キリストは、「神の国はあなたたちの内にあります」（ルカによる福音書十七章二一節）と保証しておられます。これには二つの意味があります。まず第一は、神が私たちの内で、完全に救い主、主になられるということです。そのため、私たちの内には主の支配に抵抗するものが全くなくなります。その時、私たちの内側は神の国になります。第二は、私たちが神を持つということです。至高善である神を持つ時、私たちは同時に神の国を持ちます。神の国の中には満ちあふれる喜びがあります。神の国の中で、私たちは創造の目的に達します。「神に仕えることは、治めることである」と言われています。私たちが創造されたのは、この地上の生涯で神を享受するためです。しかし、これを認識している人はほとんどいないのです！


  



  第二一章 神の霊の動きにしたがう


  



  　「静かな祈り」について聞く人の中には、「この祈りでは、魂は愚かしい不活発な死んだ状態にとどまる」と想像する人もいます。もちろん、これは正しくありません。実を言うと、この「静かな祈り」では、言葉を発する祈り以上に、魂は高度な広範に及ぶ活動をしているのです。なぜなら、神ご自身が魂を動かされるからです。今、魂は神の霊の働きによって活動します。聖パウロはこれを、「神の霊に導かれる人は、だれでも神の子どもです」（ローマ人への手紙八章十四節）と述べています。


  　静かな祈りは活動をやめることではなく、神の恵みの内なる働きを通して活動することです。これはエゼキエルが見た車輪の幻の中に詳しく描かれています。彼が見た車輪には、生ける霊が伴っていました。霊が行くところにはどこでも、車輪もついて行きました。霊が上り下りするとき、車輪もそれに従いました。なぜなら、いのちの霊が車輪の中にあったからです。進むとき、車輪は向きを変えませんでした。車輪と同じように、魂はその内にある生ける霊の御旨に従わなければなりません。霊が動くまで、魂は待たなければなりません。霊が動く時、魂は忠実に従わなければなりません。霊の動きは、被造物や自己を気にして向きを変えません。霊はひたすら目標に向かって進みます。


  　この魂の活動には非常な静けさが伴います。魂が自分から活動する時、その活動は不自然で無理があります。ですから、魂が自分から活動している時、それを見分けるのは容易です。しかし、魂の活動が恵みの霊の影響下にあるとき、その活動は自由であり、楽であり、自然です。まるで何の活動もしていないかのようです。「主は私を広い所に連れ出して、私を解放してくださいました。主が私を喜びとされたからです」（詩篇十八篇十九節）。


  　魂が中心に向かう習性の中にある時、別の言い方をすると、魂が静まって中心に戻る時、その瞬間から内なる引き寄せはとても強くなります。事実、この引き寄せの力は他のどんな力よりもずっと強いのです。この中心に向かう習性ほど素早いものは何もありません。この活動はとても高度で、平和で、静かで、自然で、自発的なので、魂は自分の内に何の活動もないかのように感じます。


  　車輪がゆっくり回転している時は、その部品を容易に見ることができます。しかし、車輪が速く回転している時は、何も見ることができません。神の中に安息している魂もこのようです。魂が神の中に安息している時、その活動は非常に高遠で高度です。それにもかかわらず、魂は平穏です。魂が平穏であればあるほど、魂は自分の道を速く進みます。なぜなら、魂を霊に明け渡した結果、霊が動き、導くようになったからです。


  　この引き寄せる霊は神ご自身に他なりません。主の引き寄せによって、私たちは主に向かって走ります。雅歌の乙女はこれをよく理解していました。「私を引き寄せてください。私たちはあなたを追いかけます」（雅歌一章四節）。「おお、私の中心なる神聖な主よ。私の内にある秘められた泉によって、私をあなたに引き寄せてください。そうすれば、私のあらゆる力、あらゆる感覚は、あなたに従うでしょう！」。主の引き寄せは癒す油と誘う香料によります。雅歌の乙女は、「私たちはあなたの香料の香りに従って行きます」と言いました。主の引き寄せる力は強力です。それにもかかわらず、魂は自由な意志でそれに従うのであって、決して強制されて従うのではありません。なぜなら、主の引き寄せは強力であるだけでなく、喜ばしくもあるからです。主の引き寄せは強力ですが、私たちはその甘さゆえにそれに従います。花嫁は言います、「私を引き寄せてください。私たちはあなたを追いかけます」。「私を引き寄せてください」―――彼女の中心の単一さをご覧なさい！主に引き寄せられているのは彼女の中心です！「私たちはあなたを追いかけます」―――あらゆる感覚と力は、その中心の引き寄せに従います！


  　私たちは怠惰を勧めているのではありません。神の霊に全く信頼することによる、最も高度な活動を勧めているのです。神の霊こそ私たちの行動原理です。「私たちは神の中に生き、動き、また存在しているのです」（使徒の働き十七章二八節）。従順に神の霊に信頼することが最も重要です。そうするなら、魂はすぐに単一で単純になるでしょう。最初、魂は単一で単純なものとして創造されました。


  　ですから、私たちは自分の多種多様な活動を放棄して、神の単純さと単一さの中に入らなければなりません。最初、私たちは神のかたちに造られました（創世記一章二七節）。「神の霊は唯一であり、多様である」（知恵の書七章二二節）。神の単一さは神の多様性を排除するものではありません。神の霊に結合されるとき、私たちは神の単一さの中に入り、神の霊と同じ一つ霊を持ちます。そして、合一の状態を離れることなく、主の様々な御旨を行えるようになります。


  　このように神の霊によって動かされる時、私たちの活動は、自分の力による活動よりも、はるかに強力になります。私たちは知恵*の導きに自分を明け渡さなければなりません。「知恵ほどよく働くものはない」（知恵の書七章二四節）。知恵の働きに信頼し続けるなら、私たちの活動は真に効果的なものになるでしょう。


  
    訳注：

    *コリント人への第一の手紙一章三〇節「キリストは、私たちにとって、神の知恵となり………」、コロサイ人への手紙二章三節「このキリストのうちに、知恵と知識との宝がすべて隠されているのです」。

  


  　「万物は御言葉によってつくられた。つくられたもので、この方によらずにできたものは一つもない」（ヨハネによる福音書一章三節）。最初、神はご自分の似姿に、ご自分のかたちに、私たちを造られました。神は私たちを創造する時、御言葉の霊、いのちの息を私たちの中に息吹かれました。このいのちの分与が神のかたちを構成しました。このいのちは単一で、単純で、純粋で、親密で、常に実り豊かです。


  　悪魔は罪によって、魂の中にあった神のかたちを壊し、歪めました。神のかたちを回復するには、御言葉の働きが絶対に必要です。これは、私たちが創造された時、御言葉の霊が絶対に必要だったのと同じです。神のかたちを回復するのは、神の御言葉である主イエスでなければなりませんでした。なぜなら、主イエスだけが父なる神の完全なかたちだからです。* いかなるかたちも、自分で自分を修復することはできません。職人の手の下にじっととどまらなければなりません。


  
    訳注：

    *ヘブル人への手紙一章三節「御子は神の栄光の輝きであり、神の本質の明確なかたちであって………」。

  


  　ですから、私たちは神の働きの下にとどまり、永遠の御言葉の働きに素直に従わなければなりません。もしキャンバスがぐらついていたら、画家はその上に精緻な絵を描けません。同じことが私たちにも言えます。自己が動くたびに、絵は乱れます。自己の動きは、偉大な画家である神の働きを妨げ、その絵を台無しにします。ですから、私たちは静かにしていなければなりません。そして、神が私たちを動かされる時だけ、動かなければなりません。イエス・キリストはご自分の内にいのちを持っておられます（ヨハネによる福音書五章二六節）。彼はすべての生き物にいのちを与えなければなりません。


  　神の教会の霊は、神の動きの霊です。教会は空しく、不毛で、実を結ばないのでしょうか？いいえ！教会は活動しています。教会の活動は、神の霊に信頼することです。神の霊が教会を動かし、教会を治めます。同じことが、教会の構成員にも言えます。教会の構成員は、教会の霊的な子供であるために、神の霊によって動かされなければなりません。


  　ある活動の価値は、その源によって決まります。神の霊に従う結果生じる活動は、他の源から生じる活動よりも価値があります。神から生じる働きは神聖です。被造物の働きは、たとえそれがどんなによさそうに見えても、人間的なものにすぎず、たとえ恵みを伴っていたとしても、せいぜい道徳的であるにすぎません。


  　イエス・キリストは、ご自身の内にいのちを持っている、と言われました。被造物が持っているいのちは、借り物のいのちにすぎません。しかし、御言葉である主は、ご自身の内にいのちを持っておられます。主の性質は伝達可能です。主はご自分の性質を人に賦与することを願っておられます。ですから、このいのちを受けるために私たちはそのための場所を用意しなければなりません。これは、アダムのいのちを追い出して自己の活動を否むことによってのみ可能です。これは、「だれでもキリストの中にあるなら、その人は新しく造られた者です。古いものは過ぎ去って、見よ、すべてが新しくなりました」（コリント人への第二の手紙五章十七節）という聖パウロの言葉とも一致します。しかし、繰り返し言いますが、これを実際に経験する唯一の道は、自己に死に、自己の活動に死ぬことです。その時、自己に代わって、神が活動されます。


  　ですから、私たちは活動を禁じる代わりに活動を促します。神の霊に絶対的に信頼します。このとき、自己に代わって神が活動されます。これは被造物の同意があってはじめて可能です。同意するとき、自己の活動を静めなければなりません。そうするなら、神の活動が少しずつ自己の活動に置き換わっていきます。


  　イエス・キリストは福音書の中でこれを例証しておられます。マルタは正しいことを行っていました。しかし、彼女はそれを自分の心で行っていたため、主は彼女を諫められました。人の心は落ち着きがなく、せわしないものです。それは常にせわしくしているようですが、ほとんど何もしていません。キリストは、「マルタよ、あなたは色々なことを心配して、気を使っています。しかし、どうしても必要なことはわずかです。いや、一つだけです。マリヤはその良いほうを選んだのです。彼女からそれを取り上げてはいけません」（ルカによる福音書十章四一、四二節）と言われました。マリヤは何を選んだのでしょう？彼女は安息と、静けさと、平和を選びました。彼女は自己の活動をやめました。それは、彼女の中でキリストの霊が活動するためでした。彼女は自分のいのちを生きるのをやめました。それは、キリストが彼女のいのちとなるためでした。


  　この例は、キリストに従うには自己とその活動を否まなければならないことを示しています。なぜなら、もし主の霊によって生かされなければ、私たちは主に従えないからです。主の霊が入って来るとき、私たちの自己は追い出されなければなりません。聖パウロは、「主に結合される人は、主と一つ霊です」（コリント人への第一の手紙六章十七節）と言いました。またダビデは、「主に近づいて、主に信頼するのは、よいことである」と言いました。「主に近づく」とは、どういう意味でしょう？それは合一の始まりです。


  　神との合一は、開始、発展、達成、究極的完成から成ります。最初、魂は神に引き寄せられます。前に示したような方法で魂が内側に向かうとき、魂は内側で中心に引き寄せられ、神との合一を切望するようになります。これが合一の開始です。それから、魂が神に近づいていくにつれて、魂はますます神につながるようになります。最終的に、魂は神と一つになります。すなわち、神と一つ霊になります。この時、神から離れてさまよっていた霊は、ついに自分のいるべき場所に戻ります。


  　この道は、神が動かれる道です。私たちはこの道に入らなければなりません。また、私たちはイエス・キリストの霊の中に入らなければなりません。聖パウロは言います、「キリストの霊を持たない人は、キリストのものではありません」（ローマ人への手紙八章九節）。ですから、キリストのものになるために、私たちは自分の霊を空っぽにされて、彼の霊で満たされなければなりません。同じ章で、使徒はこの神聖な作用の必要性について述べています。「神の霊に導かれている人は、だれでも神の子どもです」（ローマ人への手紙八章十四節）。


  　私たちを神の子どもにしてくださる霊は、神聖な動きの霊です。ですから、パウロはさらに言います、「あなたたちは、人を再び恐怖に陥れる奴隷の霊を受けたのではなく、子としてくださる霊を受けたのです。私たちはその霊によって、『アバ、父』と呼びます」。この霊はキリストの霊に他なりません。キリストの霊を通して、私たちは子としての身分にあずかります。「私たちが神の子どもであることは、その霊ご自身が、私たちの霊と共に、証ししてくださいます」。


  　この素晴らしい神の霊の働きに自分を明け渡すとき、魂は神の子供である証しを感じます。また、「奴隷の霊ではなく、自由の霊、神の子の自由の霊」を受けた喜びをも味わいます。魂は自由に楽しく、力と確信を持って、行動するようになります。


  　神聖な活動の霊が、あらゆることで必要です。聖パウロは同じ書の中でこれについて述べています。彼は、私たちが何を祈ったらよいのか知らないことを指摘して、神聖な活動の霊の必要性を示しました。「霊も同じようにして、私たちの弱さを助けてくださいます。私たちは、何を祈ったらよいかわかりませんが、その霊ご自身が、言いようもない深いうめきによって、私たちのためにとりなしてくださるのです」（ローマ人への手紙八章二六節）。これは実に簡単です。私たちは自分が何を必要としているのか知りません。自分の必要について、どう祈ればよいかわかりません。しかし、私たちの内におられる霊は、何をどう祈ればよいかご存じです。ですから、私たちは霊の祈りに自分を明け渡さなければなりません。霊は、言いようもない深いうめきによって、私たちのためにとりなしてくださいます。


  　この霊は御言葉の霊です。ですから、この霊の祈りは必ず聞き届けられます。主イエスは御父に言われました、「わたしは、あなたがいつもわたしの願いを聞いてくださることを知っていました」（ヨハネによる福音書十一章四二節）。もし、この霊の祈りととりなしにまかせるなら、その祈りも必ず聞き届けられるでしょう。熟練した神秘家であり、内なるいのちの専門家であるパウロは言います、「心を探られる方は霊の思いを知っておられます。なぜなら、霊は、神のみこころに従って、聖徒のためにとりなしてくださるからです」（ローマ人への手紙八章二七節）。霊は神のみこころと一致するものだけを求めます。神のみこころは、私たちが救われて、完全になることです。ですから、私たちが完全になるのに必要なあらゆることのために、霊はとりなしてくださいます。


  　ですから、私たちは余計な心配をすべきではありません。また、多くの活動で自分を疲れさせる必要もありません。私たちがなすべきは、平和のうちに休むことだけです。神ご自身が、すべての心配をご自分に委ねるよう、私たちを招いておられます。あわれみに満ちておられる主は、イザヤを通して、かつて嘆いて言われました、「魂は外側の多くのものに、その力と資源を空しく費やしている」。このような魂の活動によって望みがかなうことは、まずありません。しかし、主は魂の願いをすべて満たすことができます。「なぜ、あなたたちはパンではないもののために金を払い、満足を与えないもののために労するのか。注意深くわたしに聞き、良いものを食べて、その豊かさを楽しめ」（イザヤ書五五章二節）。


  　おお！神に聞く祝福を私たちが知ってさえいれば！このような道により、魂は大いに力づけられます！「すべての肉なるものよ、主の御前に静まれ」（ゼカリヤ書二章十三節）。主が現れる時、万物は静まらなければなりません。主は、さらに大いなる自己放棄に私たちを召しておられます。何も恐れる必要はありません。なぜなら、主が格別に私たちを顧みてくださるからです。「女が自分の乳飲み子を忘れようか。自分の胎の子をあわれまないだろうか。たとえ女たちが忘れても、このわたしはあなたを忘れない」（イザヤ書四九章十五節）。おお、なんと慰めに満ちた御言葉でしょう！この御言葉を読んだ後で、いったい誰が自分を神の導きに完全に明け渡すことを恐れるでしょう？


  



  第二二章 内側の活動


  



  　活動には、外側の活動と内側の活動があります。外側の活動は外側に現れるものであり、感覚的なものと関係があります。外側の活動に道徳的性格はありません。しかし、例外もあります。外側の活動が人の内側深くで生じた活動の結果なら、その活動には価値があります。外側の活動の価値は、その源によって決まります。私はここで、内側の活動についてだけ話したいと思います。私たちの魂が内側に戻るとき、私たちは外側のものを離れます。


  　神に向かっている時、その活動の性質を変えようとするなら、私は神から遠ざかり、被造物に向かってしまうでしょう。外側のものに向かえば向かうほど、私はますます神から遠ざかり、被造物に向かうことになるでしょう。被造物に向かっている時、神に戻ろうとするなら、そのために私は必ず内側に戻らなければなりません。内側に戻れば戻るほど、私はますます神に立ち返ります。


  　神に完全に立ち返るまで、繰り返し内側に戻らなければなりません。すぐに神に立ち返る人もいますし、発展的段階を経て神に立ち返る人もいます。いずれにせよ、私の活動は絶えず神に戻ることでなければなりません。私は魂の機能と力を総動員して、純粋に神を求めなければなりません。「あなたの心のすべての動きを、神の聖さの中で一つにしなさい」（集会の書三〇章二四節）。「私は自分のすべての力を、あなたのために保ちます」（詩篇五九篇九節、ウルガタ訳）。私たちは罪によって、自分の心から迷い出てしまいました。神が求めておられるのは、私たちの心だけです。「わが子よ。あなたの心をわたしに与えよ。あなたの目はわたしの道を見守れ」（箴言二三章二六節）。心を神に与えるとは、魂のすべての力を神に集中することです。これにより、私たちは神の御旨と一つになります。ですから私たちは、神に向かった最初の瞬間から、絶えず神に向かわなければなりません。


  　しかし、私たちの心は不安定であり、魂は外側に向かうことに慣れています。そのため、私たちはすぐに内側から逸らされてしまいます。しかし、この悪に対抗することができます。自分が内側からさまよい出てしまったことに気づいたら、神に戻る純粋な活動によって、直ちに神に戻るのです。単純かつ真実に神に戻るとき、魂は大きな影響を受けます。この影響力によって、神に完全に立ち返るまで、神に戻る活動は続きます。


  　同じ活動を何度も繰り返せば、それはやがて習慣になります。魂は神に戻る習慣を身につけます。以前は断続的で特別だった活動が、恒常的になります。


  　魂はすでに神に戻る習慣を身につけています。ですから、神に戻ろうとしてはいけません。神に戻ろうとすることは、今やとても困難です。それどころか、そのような企てによって、魂は自分のあるべき正常な状態から引き離されてしまいます。魂はすでに神に戻る習慣を実際に身につけており、確立しています。魂は恒常的な回心と恒常的な愛の中にあります。今、魂は一つの単純な活動のみによって神につながり続ける代わりに、多くのものの助けによって一つの活動を求めます。


  　自分の心から迷い出るたびに、私たちはふたたびそこに戻ります。このような単純な活動を、私たちはしばしば繰り返します。しかし、ふたたび自分の心の中に入る時、私たちはそこに静かにとどまらなければなりません。ですから、「自分は何の活動もするべきではない」と思うのは誤りです。私たちは絶えず活動しているのです。しかし、私たちの活動は自分の霊的成長にしたがったものでなければなりません


  　最も霊的な人々でさえ、これをよく理解しているわけではありません。今、ある活動は一時的であり、他の活動は継続的です。また、ある活動は外面的であり、他の活動は内面的です。すべての人が一時的な外面的活動をすることができるわけではありません。また、すべての人が継続的な内面的活動をするのに適した状態にあるわけではありません。一時的な外面的活動は、外側に迷い出てしまった人に向いています。外側に向かえば向かうほど、内側に向かうためにますます多くの力を費やさなければなりません。もし外側に向かうことがわずかなら、内側に戻ることもわずかですみます。


  　この継続的な活動によって、魂は全く神に立ち返ります。この活動は常に行われています。ですから、この活動を更新する必要があるのは、それが何らかの理由で中断された時だけです。このように神に向かっている魂は、愛のうちにあり、愛のうちにとどまります。「愛のうちにとどまる者は、神のうちにとどまります」（ヨハネ第一の手紙四章十六節）。この時、魂は恒常的な活動の中にあり、その中で安息します。しかし、魂は怠けているわけではありません。なぜなら、間断ない活動が魂の中に存在しているからです。その活動は神の中に沈む甘い活動です。神の引き寄せる力は、ますます強くなります。魂は、この力強い引き寄せに従って、愛の中にとどまります。そして、ますます深く、神の愛の中に沈んでいきます。この内側の活動は、魂が最初に神に向かい始めた頃の活動よりも、はるかに強力です。内側の活動は、ますます強力で、活発で、効果的になっていきます。


  　今、魂は深く活発に活動しており、全く神に明け渡されています。このような魂は、この活動に気づきません。なぜなら、この活動は直接内側に向かう活動であって、外面的な活動ではないからです。「私は何の活動もしていません」と言う人がいるのは、このためです。彼らは知らず知らずのうちに自分の内側の状態を誤解します。実は、彼らは以前よりも活動しているのです。より正確には、「自分は活動を感じていないだけであって、活動していないわけではない」と言うべきでしょう。彼らが自分で活動していないのは事実です。彼らは主に引き寄せられており、その引き寄せに従っています。彼らは愛の重さによって沈みます。人が無限の海の中に落ちるなら、その人は永久に深く沈んでいくでしょう。彼は自分が沈んでいっていることに気づきません。しかし実際は、知覚できないほどの速さで深みに向かって沈んでいっているのです。


  　ですから、「自分は活動していない」と言うのは誤りです。皆、活動しています。しかし、活動の仕方は人それぞれです。ここで、私たちは間違いを犯しがちです。活動しなければならないことを知っている人は、知覚できる外面的な活動を願いがちです。しかし、それではいけません。感覚的な活動は初信者のためです。感覚的でない経験は、さらに進んだ状態にある信者のためです。感覚的な活動にとどまってはいけません。なぜなら、それにはほとんど益がないからです。感覚的な活動にとどまるなら、私たちは非感覚的な活動を失うでしょう。しかし、感覚的な活動を経ずに、いきなり非感覚的な活動をしようとするのもまた、誤りです。


  　「すべてのことには時がある」（伝道の書三章一節）。魂が経過する状態は、開始、発展、完成からなります。最初の段階にとどまるのは悲しむべき誤りです。発展の段階を経ずに、完成に至ることはできません。最初、私たちは苦労して働きます。しかし最後に、自分の働きの実を刈り取ります。


  　船が港にある時、船乗りたちは船を港から出すために全力を尽くさなければなりません。しかし、一度船が海に出てしまえば、船乗りたちは自分の好きな方向に容易に船を向かわせることができます。同じことが魂にも言えます。最初、魂は罪と被造物の中にあります。魂を解放するには、何度も努力を繰り返さなくてはなりません。魂を束縛している縄から解かれなければなりません。忠実に、力強く、努力し続けるなら、魂は少しずつ自己の港を離れ、それを後にして、内側の慕わしい港に向かいます。


  　船がこのように出発する時、それはさらに外洋に向かって進み、海岸を後にします。船が陸から離れれば離れるほど、船はますます容易に進みます。そしてついに、帆を使えるようになります。今、船は航路を疾走します。もはや、オール（櫂）は役に立ちません。オールは不要です。今、操縦士は何をするのでしょう？操縦士は帆を広げ、舵を握って満足します。


  　「帆を広げること」は、単純な祈りで自分を神の御前に置き、神の霊によって動かされることです。「舵を握ること」は、心を穏やかに呼び戻し、神の霊の導きに従いつつ、自分の心を正しい航路からそれないように保つことです。そよ風が少しずつ帆を満たして船を進ませるように、神は少しずつ私たちの心を獲得されます。順風の時、操縦士と船乗りたちは仕事を休みます。今、船は進んで行きますが、乗組員は全く疲れません！彼らは船を風に任せて安息します。以前、彼らは全力を尽くして長時間努力しても、少ししか進めませんでした。しかし今、彼らは一時間の間に大いに前進します。今、もしオールを使おうとするなら、かえって船のスピードを落とし、疲労を招くだけです。


  　これが私たちの取るべき内なる道です。もしこの道を取るなら、神の力によって私たちは短期間で大いに前進するでしょう。自分で努力を繰り返す場合よりも、遙かに前進するでしょう。この道を試す人はだれでも、この道が世界で最も容易な道であることを知るでしょう。


  　逆風と嵐の時、船を固定するために、私たちは海に錨を下ろさなければなりません。「錨を下ろす」とは、ひたすら神に信頼し、神の慈愛に望みを置くことです。嵐がおさまって順風になるまで、私たちは忍耐して待ちます。ダビデはこのように行動しました。「私は忍耐深く主を待ち望んだ。主は私のほうに身を傾け、私の叫びを聞かれた」（詩篇四〇篇一節）。ですから、私たちは神の導きに自分を全く明け渡して、神の霊に従わなければなりません。


  



  第二三章 クリスチャンの働き人へ


  



  　人々の回心のために働いている人が、人々を祈りと内なるいのちに直ちに導いて、心で人々に接しようとするなら、無数の回心者が続々と起こされるでしょう。反対に、外側のことしか顧みないなら、ほとんど実を得られないにちがいありません。たとえば、外面的な実行のための無数の規則を弟子に負わせても、ほとんど実は得られないでしょう。魂はキリストに導かれなければなりません。魂がキリストに導かれるのは、心を主で満たされることによります。


  　牧者はこのように人々を導く必要があります。そうするなら、人々の生活は一変するでしょう。羊飼いは群れを見守る間、初代教会のクリスチャンたちが持っていたのと同じ霊を持つでしょう。農夫は土地を耕しながら、神との祝福された交わりを持つでしょう。工場労働者は、たとえ外なる人は仕事で疲れていても、内なる力によって新たにされるでしょう。あらゆる種類の悪がたちまち消え失せ、人々は霊のことを思うようになるでしょう。


  　おお、ひとたび神が心を獲得されるなら、すべてはたやすく是正されます！これこそ、神が何ものにもまして心を要求される理由です。この方法によってのみ、酩酊、冒涜、好色、敵意、盗みなどの、下層階級に蔓延している恐ろしい悪を根絶することができます。イエス・キリストは、あらゆる場所を平和に治めてくださるでしょう。そして、教会は徹底的に刷新されるでしょう。


  　内なる敬虔の衰退こそ、世に現れた様々な誤りの原因です。これは間違いありません。内なる祈りが再び確立されなければ、すべてがまたたくまに打ち倒されてしまうでしょう。信仰と祈りに欠けている魂だけが、誤りに陥ります。ですから、さまよっている兄弟たちと議論してはなりません。単純に信じて祈りに励むよう、彼らを教えなさい。そうするなら、彼らはたやすく神に導かれるでしょう。


  　おお、内なるいのちを無視することによって、なんと大きな測り知れない損失を人類は被っていることか！魂を顧みるよう委託を受けていながら、この宝を見いださず、この宝を自分の群れに与えなかった人々は、どう弁解するつもりでしょう！


  　「この道は危険です」とか、「単純な人々は霊の事柄を理解できません」などと言って弁解する人々もいます。しかし、実際はその逆であることを聖書の真理は告げています。「主は単純に歩む人々を愛される」（箴言十二章二二節、ウルガタ訳）。唯一の真の道であるイエス・キリストの中を歩むことに、いったいどんな危険があるのでしょう？自分を全く主に明け渡し、絶えず主を見つめ続け、主の恵みに全く信頼し、魂の力を尽くして主の純粋な愛に仕えることに、いったいどんな危険があるのでしょう？


  　「単純な人々は完全に至ることができない」などということは、断じてありません。むしろ、素直で、無垢で、謙遜で、単純な人々こそ、完全に至るよう格別に資格づけられているのです。また、彼らは議論することに慣れていないので、自分の意見に固執しません。たしかに、彼らは学びに欠けています。しかし、だからこそ、彼らは神の霊の教えに自由に従えるのです。反対に、自己の能力によって束縛され、盲目にされている人々は、しばしば、恵みの働きに大いに抵抗します。


  　「単純な者に、神はご自分の律法を理解する力を与えてくださいます」（詩篇一一九篇一三〇節、ウルガタ訳）。神は単純な者と交わることを愛しておられます。「主は単純な者を守られる。私がおとしめられたとき、主は私を救われた」（詩篇一一六篇六節、ウルガタ訳）。霊の父たちは、子供たちがキリストのもとに行く邪魔をしないよう、注意しなければなりません。キリストは使徒たちに言われました、「子どもたちをわたしのところに来させなさい。天の王国は、このような者たちのものだからです」（マタイによる福音書十九章十四節）。主がこう命じられたのは、子供たちが主のところに来るのを使徒たちが邪魔しようとしたからです。


  　しばしば人は、心が病んでいる場合でも、外側の体を治療しようします。人類、特に下層階級の人々を改善することに失敗しているのは、私たちが外側から手をつけているからです。外側の領域でどんなに労苦しても、永続的な実は得られません。しかし、内なる生活への鍵を最初に与えるなら、人々の外側の生活は自然に容易に改まるでしょう。


  　さて、これはとても簡単です。自分の心のうちに神を探すこと、神を思うこと、神から離れてしまったら、すぐに神に戻ること、神を喜ばせたいという単一な願いをもって、すべてを行い、すべてを耐え忍ぶことを、人々に教えなさい。そうするなら、魂はあらゆる恵みの源に導かれ、そこで満足するでしょう。


  　ですから、魂を顧みている方々よ、あなたたちにお願いします。人々を直ちにこの道に導いてください。この道はイエス・キリストです。彼らのために血を流されたキリストご自身が、この道をあなたに勧めておられます。「エルサレムの心に語りかけなさい！」（イザヤ書四〇章二節、ウルガタ訳）。おお、あなたたち、主の恵みを分け与える人々、主の御言葉を宣べ伝える人々、主の典礼を司る人々よ！主の王国を確立しなさい！主の王国が確立されるには、主が心を治めなければなりません！なぜなら、主の主権に反対できるのは、ただ心だけだからです。主の主権が高く上げられるのは、心が主に服従することによります。「神の聖に栄光を帰せよ。そうすれば、主があなたの聖別となられる」（イザヤ書八章十三節、ウルガタ訳）。祈りについて特に教える教理問答書を編集しなさい。理論的な形式的祈りを教えてはいけません。なぜなら、単純な人々にそのような祈りはできないからです。知性の祈りではなく、心の祈りを教えなさい。人が考えた祈りではなく、神の霊の祈りを教えなさい。


  　ああ！仰々しい形式で祈ることを教える人々よ！あなたたちは人々を妨げています。神の子供たちは、あなたたちが教える、あまりにも洗練された言い回しのせいで、父祖たちの最高の遺産から引き離され、迷わされています。ですから、あなたたち、哀れな子供たちよ、あなたの天の御父のもとに行きなさい。あなた自身の言葉で御父に語りかけなさい。乱暴で粗野な言葉でもかまいません。御父にとっては、乱暴でも粗野でもありません！あなたは愛と畏敬の念に満たされるあまり、何を話せばいいかわからないかもしれません。あなたの言葉は混乱しているかもしれません。しかし、それでも大丈夫です。父は無味乾燥で不毛な長広舌よりも、たとえ洗練されてなくても心のこもった言葉の方を喜ばれます。単純な飾らない愛の感情は、どんな言葉や議論よりも、はるかに心に訴えます。


  　人々は形式や規則を守ることによって、愛なる神を愛そうとしています。そして、その愛のほとんどを失っています。おお、愛する技法を教えることは、全く不要です！愛さない人にとって、愛の言葉は粗野に聞こえます。しかし、愛する人にとっては、全く自然です。神を愛しなさい。これこそ、神を愛する方法を学ぶ最善の道です。しばしば、最も無知な人々が最も完全になります。なぜなら、彼らは真心をもって単純に進むからです。神の霊は私たちの手はずを必要とされません。主がよしとされるなら、主は羊飼いを預言者にすることもできます！祈りの宮から締め出されている人は一人もいません。主はだれでも祈りの宮に入れるよう、その門を広く開放しておられます。主は知恵に命じて、大通りで次のように叫ばせます。「単純な者はだれでも、ここに来なさい。理解力に欠けている者はだれでも、来なさい。わたしのパンを食べて、わたしが混ぜ合わせたぶどう酒を飲みなさい」（箴言九章四、五節）。また、イエス・キリストは御父に感謝して言われました、「あなたは、これらのことを、賢い者や知恵ある者から隠して、幼子たちに現してくださいました」（マタイによる福音書十一章二五節）。


  



  第二四章 神との合一


  



  　黙想、愛、祈りによって、神との合一に達することは不可能です。どんなに照らされていても、それは神聖な合一とは無関係です。これには多くの理由がありますが、そのおもな理由は次のとおりです。


  　聖書によると、「人は神を見て、なお生きている」ことはできません（出エジプト記三三章二〇節）。人々は多く祈ることや、盛んに黙想することを目標にしています。そして、それらが受動性に至る準備にすぎないことを見落としています。しかし、どんなに多く祈り、どんなに盛んに黙想しても、神を見ること――神と結合されること――はできません。人から出たもの、人の行いから出たものは、たとえそれがどんなに気高く、崇高でも、最初にすべて滅ぼされなければなりません。


  　聖ヨハネは、これに関連して、「天に静けさがあった」（黙示録八章一節）と述べています。ここで言っている「天」とは、魂の土台、中心を表しています。神の威光が現れる時、その中のすべてのものは静まらなければなりません。自己の努力は滅ぼされなければなりません。それどころか、自己の存在さえも滅ぼされなければなりません。なぜなら、自己だけが神に対立するからです。自己中心性は、あらゆる邪悪な性質の源であり、人のあらゆる邪悪な行いの源です。利己的でなくなればなくなるほど、魂はますます純粋になります。自己中心性は、魂と神との間にずれを生じさせます。しかし、利己的でなくなることによって、魂が純粋さと純潔さを獲得するとき、魂は利己的に生きていた頃の過ちから離れます。


  　神の純粋さと被造物の不純さ、神の単純さと人の複雑さは、完全に対立します。このように対立しているものを一つにするには、被造物の努力以上のものが必要です。全能者の効果的働きだけが、これを成し遂げられます。二つのものが一つになるには、その前に、両者の間に何らかの関係、何らかの類似点がなければなりません。たとえば、汚泥と純金を一つにすることはできません。


  　それでは、神はどうされるのでしょう？神は地上に火を送って、不純な活動を滅ぼされます。この火の力に抵抗できるものはありません。火はすべてを焼き尽くします。この火は神の知恵です。神の知恵は、被造物の中にある不純物をすべて滅ぼします。それは、被造物を神聖な合一にふさわしい者にするためです。


  　合一にとって致命的な、この不純物とは何でしょう？それは、自己中心性と活動です。第一に、自己中心性は合一を妨げます。なぜなら、自己中心性はあらゆる汚れの源泉だからです。この汚れを清純さと一つにすることはできません。太陽の光が泥に降り注いでも、それは決して泥と一つにはなりません。第二に、活動は合一を妨げます。なぜなら、神は無限の静けさの中におられるからです。神と結合されるには、魂は神の静けさにあずからなければなりません。活動と静けさは対照的です。活動は同化を妨げます。


  　ですから、意志を静まらせないかぎり、魂は決して神聖な合一に達することはできません。安息と、最初に創造された時の純粋さの中に回復されないかぎり、魂は決して神と一つになれません。


  　精錬業者が金属を溶鉱炉の中で精錬するように、神は魂を火によって精錬されます。金を精錬できるのは火だけです。この火は少しずつ、地的で異質なものを焼き尽くします。火は金をすべての不純物から分離します。不純物は火の力によって溶解されなければなりません。このとき、金はあらゆる不純で異質な粒子から分離されます。金の中から不純物の痕跡がなくなり、もはやこれ以上精錬できなくなるまで、金は何度も溶鉱炉の中に投げ込まれなければなりません。


  　今や、金細工人は品質を落とす混ぜ物を見つけることはできません。なぜなら、金は完全に純粋で単一になったからです。火はもはや金に触れません。金がさらに長く溶鉱炉の中にとどまっても、これ以上純度は上がりませんし、その実体も減じません。今や、金は精巧な細工に適したものになりました。将来、金が曇ったり、汚れたとしても、それはたまたま表面に不純物が付着したにすぎません。この汚れは、その金を使う障害にはなりません。表面についた汚れは、金の中に腐敗が深く隠されている場合と比べたら、全く問題ではありません。しかし、無知な人々は、表面が汚れている純金よりも、表面がピカピカの安物の金属の方をよく好みます。*


  
    編者注：

    * 「神はご存じですが、（表面についた汚れについて話した時）私はごく自然な外側の欠点について述べたにすぎません。神はそのような欠点を偉大な聖徒たちのうちにさえ残しておかれます。それは、彼らを高ぶりから守り、上辺だけ見て判断する人々の目から隠すためです。こうして、彼らは堕落から守られ、「主の臨在の秘密の場所」にかくまわれます（詩篇三一篇二〇節）。私があの文章を書いた時、「神と一つである人は、たとえ罪を犯しても、神と一つであり続ける」などと曲解する人はいませんでした。私は一度もそんなことを考えたことはありません。単純な例証から、そんな推論を引き出せるとは、私には全く思いもよりませんでした。」（法廷でのガイオン夫人の弁明より）

  


  　さらに、不純物を含む金と純金とは混ぜ合わされません。両者を一つにするには、まず両方とも同じ純度に精錬されなければなりません。金細工人は泥と金を混ぜることはできません。それでは、金細工人はどうするのでしょう？彼は泥を火で精錬します。そうすることにより、劣った方はもう一方と同じくらい純粋になります。こうしてはじめて、二つのものを一つにすることができます。聖パウロの次の言葉は、まさにこの思想を表しています。「この火が、それぞれの人の働きがどのようなものかを試します」（コリント人への第一の手紙三章十三節）。パウロはさらに付け加えて言いました。「もしだれかの働きが焼ければ、その人は損害を受けます。しかし、その人自身は、火の中をくぐるようにして救われます」。ここでパウロは、不純な混ぜ物によって価値を減じた働きがあることをほのめかしています。神はあわれみ深くそのような働きを受け入れてくださいますが、それでもなお、その働きは火の中を通って自己から清められなければなりません。このような意味で、神は私たちの義を吟味し、裁かれます。なぜなら、律法の行いによっては、いかなる肉も義とされないからです。人が義とされるのは、神の義によります。人はイエス・キリストを信じる信仰によって神の義を受けます（ローマ人への手紙三章二〇節他）。


  　ですから、神の義と神の知恵は、情け容赦ない焼き尽くす火のように、地的で、感覚的で、肉的な、自己の活動を、ことごとく滅ぼさなければなりません。魂が神と結合される前に、この清めが必要です。さて、被造物の働きによって、この清めを成し遂げることは決してできません。それどころか、被造物はなかなかこの清めに服そうとしません。なぜなら、すでに述べたように、被造物は自己の鎧で覆われており、それが壊されるのを大いに恐れるからです。神が自分の上に力強く、権威をもって働かれないかぎり、被造物は決して同意しようとしません。


  　ここで、次のような反論があるかもしれません。「神は決して人から自由意志を奪われません。人はいつでも神の働きに抵抗することができます。ですから、『人の同意が無くても、神は絶対的に働かれる』と言うのは間違っています」。


  　しかし、言わせてください。神は、人の自由意志を犯さずに、人に対して力強く働き、人を全く導くことができます。私たちが最初に回心した時のことを振り返ってみましょう。あの時、私たちは自分を全く神の御旨に明け渡して、自分に対する神の御旨に積極的に同意しました。しかし、焼き滅ぼして清める働きを神が開始される時、それが益のためであることに魂は気づきません。反対に、魂は正反対の印象を持ちます。最初、金が火の中に入れられる時、それは明るく輝かずに黒ずんでしまいます。それと同じように、魂は「自分の美が失われてしまった」と考えます。この時、かりに積極的な同意を求められたとしても、魂はそうできなかったでしょう。それどころか、魂は同意することを差し控えたでしょう。魂は神の働きに逆らうことも、喜ぶこともできません。魂にできるのは、忍耐のかぎりを尽くして、神の働きを耐え忍ぶことだけです。このような状況の中、魂は主の御旨を受動的に受け入れます。


  　魂はこのようにして、自己から出る感覚的で複雑な働きから清められます。自己の働きは神と魂を大いに隔てます。この清めにより、魂は少しずつ神と同じにされ、神と一つにされます。そして、受動性の容量を大きくされます。しかし、この過程は隠されており、人目に触れません。この過程は神秘的である、と言う人もいます。しかし、神がこの働きをなさっている間、魂は受動的に協力しなければなりません。最初、魂は活動しなければなりません。しかし、神の働きが強力になるにつれて、魂の働きは徐々に静まらなければなりません。神の中に全く吸収されるまで、魂は神の霊の力に自分を委ね続けなければなりません。この過程は長期間続きます。


  　ですから、私たちは「活動する必要はない」とは言いません。なぜなら、活動は門だからです。しかし、私たちはいつまでも門にとどまっているべきではありません。究極的完成を目指すべきです。究極的完成に至るには、最初の頃役立った助けを放棄しなければなりません。この道を歩み始める時、それらの助けが必要だったかもしれません。しかし、後になると妨げになります。それにもかかわらず、それらの助けにしがみつく人々がいます。彼らは目標に達するのを妨げられています。そのため、聖パウロは言いました。「私はただ、この一事に励んでいます。すなわち、後ろのものを忘れ、ひたすら前のものに向かって進み、キリスト・イエスにあって上に召してくださる神の賞与を得るために、目標を目ざして一心に走っているのです」（ピリピ人への手紙三章十三節）。


  　例として、一人の旅人を考えましょう。彼は旅に出ましたが、最初の宿に住みついてしまいました。なぜなら、多くの旅人がこの道に来て、その宿に泊まったことを、彼は聞いたからです。その宿の主人たちですらそこに泊まったとのことでした。たったこれだけの理由で、その旅人は愚かにも最初の宿にとどまったのです。私たちの願いは、人々が目標に向かって前進することです。最短の道、最も容易な道を選びなさい。最初の段階で止まってはいけません。聖パウロの助言と模範に従いなさい。神の霊によって導かれなさい（ローマ人への手紙八章十四節）。そうすれば間違いなく、最終目標まで導かれるでしょう。その最終目標とは、神を享受することです。私たちはそのために創造されたのです。


  　私たちが創造されたのは、ただ神を享受するためです。神聖な合一と創造の純粋さに今生で達しない魂は、火の中をくぐるようにして救われることしかできません。それなのに、どうして私たちはこの過程を恐れ、避けようとするのでしょう？これは全く奇妙なことです！この過程は来世において輝かしい完全さを生み出します。それなのに、この過程は今生において、悪と不完全さを生み出すとでもいうのでしょうか？


  　神は至高善です。究極的祝福は神との合一です。この合一の完全さの程度によって、聖徒たちの栄光は異なります。自分の力から発する活動で、この合一に達することはできません。なぜなら、魂の受動性の容量に応じて、神はご自分を魂に伝達されるからです。神と一つにされるには、私たちは単純かつ受動的でなければなりません。この合一はそれ自体美しいものです。ですから、私たちを受動性に導く道は悪ではありえません。この道は最も危険の少ない、最善の道であるにちがいありません。


  　この道は危険ではありません。イエス・キリストは、いかなる道にもまして、この道を完全で必要不可欠なものにされました。もしこの道が危険だったら、キリストはそうされたでしょうか？いいえ！だれでもこの道を旅することができます。すべての人が幸福に召されているように、すべての人が神を享受するよう召されています。今生だけでなく来世においても、私たちは神を享受するよう召されています。神を享受することこそ、唯一の幸福です。幸福をもたらすのは神を享受することであって、神の賜物ではありません。賜物は究極的幸福ではありません。なぜなら、賜物は魂を完全には満足させられないからです。魂はあまりにも気高くて偉大です。そのため、神の最高の賜物ですら、魂を幸福にすることはできません。神がご自身を賜る時はじめて、魂は満足します。神たる方の願いは、すべての被造物にご自身を与えることです。神は、それぞれの容量に応じて、ご自身をお与えになります。しかし、ああ！人は神に引き寄せられることを嫌がります！人は神聖な合一に備えることをとても恐れます！


  　「自分を神と一つにしようとしてはいけない」と言う人もいます。これには私も同感です。しかし、私はさらに言いましょう。自分を神と一つにすることのできる人など、一人もいません。人がどんなに努力しても、それは無理です。魂を神と一つにすることは、ただ神だけがなしえます。無理なことに従事している人々に反対しても、空しいだけです。


  　また、「実際は神との合一に達していないのに、達したと主張している人々がいます」と言う声もあります。飢え死に寸前の人が「自分は満腹だ」と言ってもだれも信用させられないように、神との合一に達していない人が「自分は合一に達した」と言ってもだれも信用させられません。その人から必然的に漏れてくる願望、言葉、ため息などから、実際は全然満足していないことが明らかになります。


  　自分の働きでこの目標に到達できる人はいません。ですから、私たちはだれもそこに導こうとはしません。ただ、そこに至る道を指摘し、道ばたの宿や外面的実行に固執しないよう懇願するだけです。外面的実行は、神との合一のしるしが現れたあかつきには、放棄しなければなりません。経験を積んだ指導者はこれを知っており、人々にいのちの水のありかを示して援助します。渇いている人に泉の場所を教えてから、その人を縛って泉に辿り着けなくし、乾き死にさせるなら、それは残酷で不条理なことではないでしょうか？しかし、これは現実に毎日起きていることです。


  　神聖な合一は存在します。そして、そこに至る道も存在します。これは議論の余地のない、明白な事実です。この事実に同意しましょう。この道には出発点があり、行程があり、終点があります。完成に近づけば近づくほど、私たちはますます出発点を後にします。一方を離れなければ、他方に到達できません。途中の行程を経ずに、入口から遠くに進むことはできません。終点が良いものであり、聖なるものであり、必要なものである以上、そして入口も良いものである以上、どうして入口から終点に直接通じる道が悪いものでありえるでしょう？


  
    おお、科学と知恵に傲る大多数の人類の盲目さよ！おお、わが神、あなたは本当に、これらのことを知恵ある者や賢い者から隠して、幼子らに啓示してくださいました！

  


  



  
    本書は、"SPIRITUAL PROGRESS: or INSTRUCTIONS IN THE DIVINE LIFE OF THE SOUL FROM THE FRENCH OF FENELON AND MADAME GUYON. INTENDED FOR SUCH AS ARE DESIROUS TO COUNT ALL THINGS BUT LOSS THAT THEY MAY WIN CHRIST. (EDITED BY JAMES W. METCALF, NEW YORK: PUBLISHED BY M. W. DODD, BRICK CHURCH CHAPEL, CITY HALL SQUARE 1853)"を翻訳・編集したものです。なお、本書中の聖書の御言葉は、本文から翻訳したものです。
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